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日本総合愛育研究所紀要

　2）　既存の施設に関する子ども、父兄、及び教師に対

　　する意見調査

中央こども姻、千灘どもの康おいて、来園した

子どもと父兄に・蹴紙耀布し認入を求め祉チ蔓

に、個別に面接し、意見を求めた。また」中央こどもの

国に学校として来園した、束京、神奈川の小学校、幼稚

園などの教師に対しては、別に質問紙を作製し、郵送し

て回答を求めたo

　夏，施設設置に関する基盤的要件について

　　一児童厚生施設職員㌢こ対する意見調査一

　施設設置に関する基盤的要件にういての意見は、現在

児壷館やこどもの国などで、実際に子どもの遊ぴの指導

第9集

に当っている人々の意見をきくことが、最もよいと考

え、東日本、 西日本児童館職員研修会に出席した児童厚

生員の人々に質間紙を配布し、回答を求めた。

　阻．総合児滝厚生施設の標準的設備、及び機能につい

　　ての構想、及びモデルブランについて

総合児童厚生施設の脚的設備、及び機能について

は、建築家、造園家、施設管理の専門家のメγバーによ

って今回の研究で得た各種の資料を参考にして考察し

た。そして、総合児童厚生施設とそれに備えられるべき

設備や、その配置、管理方法などについてのモデルブラ

ンを作成した。

　　　　　　研　　究　　結　　果

1　既設置施設の設備及び機能についての分析

　p　現地裸察、面接による調査

　　　　　　　　　　　　　　星　　　美智子

欝触髄馳施設は、畑究で鰍セヒ鱒すると
ころであり・既存のものがそのま ま参考紀なるわけでは

塗い歩、1一従馨の塀童厚生施設である「とどもの国」のい

‘つかを騨し、その灘轍能齢析して本磯の資

料す硯と 幡やれわれの脚民も嚥次の
5ヵ所である。

　国立こどもの1到

千類ごどもの国

千葉県海め1どどもの国

山郷酸宕山こどもの国

　福島県豊山こどもの村　・

　Aい国立こども の国

　《概 観》

　自熱の変化に乏しいため、 ここの広さ（27万坪）は、

まさに駐洋と形容するにふさわしい。 この広さを救うも

のは点在する建築物である。各分野のすぐれたデザイナ

ーによる格調高い建築物は、子ども達の心に豊かなイメ

ージの世界を呼び起こすであろう。

《概　要》

〔所在地〕横浜市緑区奈良町及び東京都町田市

　（交通）届黙市織翻駅からこどもの国行（5

　　ズ’1！分）。

　　　　　小田急線鶴川駅からバスで7分。

〔面積〕・891，000㎡（27万坪）

〔開園〕1965年5、月5日

　〔施設〕　自由広場、中央広場（7万㎡の芝生の広揚）、

湖（ド弘かんの浮橋、いかだ、鴫、あひる、鯉など）、

児童遊園（ジャブジャブ池、すべり台、づり橋、ゴーカ

ート）・ポ昌一牧場、ミルクブラント、交通訓練センタ

ー、季節の遊び揚（夏一ブール、キャンブ場、林問孝校、

冬一アイススケート揚）、皐太子記念館（ホール、展示、

休憩所）、児童館、アンデルセン記念館、セントジ1ルロジ

ジ、管理棟、食堂、売店

　〔工癖費〕734，552，000円（国費370，000，000円、
寄付

金677，552，000円）

〔認者〕マス外ヴラン（蹴醗センタ』）、乏
どもの国設計集団

〔スタッフ〕園長、総瀦（庶務、施設、経理各課）、

開発部、企画広報部、計50名。

　〔開園日時〕　月曜休園、9時30分～4 時30分』

　〔入園料〕　おとな150円（120）、中学生80円（60）、小

学生50円（40）、幼児4才以上30円” 20）。

　△（　）内は30人以上団体料金。

△騨揚・交通訓練センター、鶏、グランド使用、

野外炊事場使用の料金はそれぞれ別途料金。

　《運営状況》

　〔入園者〕　年間約853，000人（他に無料入場者200，000

人）、おとな62％、子ども38％、団体一おとな30％、こど

も70％

　〔収入〕　1972年度1．4億（入園料83，000，000円）

　〔予算〕　人件費65％、賃金・設鎌費35％。

　《本施設の特徴及ぴ間題点》

①バッファーゾーンの広さは、他の施設と比較にな
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らない程広ぐゆと りがある。この広さはムダのないギリ

ギ易の空間の中に生活する子ども達にとづて新しい体験

となるであろ＝う。自然空間が保存されているのでξ： 子ど

も達に自然に親しむ機会を与えることができる5　』い

② ・外周道絡4k痴、内周道路1・8kmの距離は・ 移動

のための乗物力～ないため、遊び場所を限定することにな

る。1、特に幼児や小学校低学年の子どもξまた滞留時間が

畏時闇とれない子1ども達はぐ1好きな施設に移動 で，ぎな

いo　　　　　　　　　　　　　　　　　 …　　μ～・f

　③　建築工学的にすぐれているが子ども不在の施設で

あ」5丸り、実際に機能を十分果していないものがあるo

例えば、形は美し恥が水はけの考慮されてヤ・な恥砂場い

外界の音を遮断できないホールζ．休憩所に化した児産館

（横な、ぐ りの雨は遮れない） などであるる11い』 p

1④1 管理連営上の間題どしてを象ぐ維持管理費が極度に

低くく ・（神代植物公園㎡当りし77’円、 こどもの国㎡当り9

円）ぐ独立採算制の枠内で経営すみためξ有料施設の増

設を余鍍なぐされている現状矯ある。祉会福祉施設の設

置だけでなく、管理、運営に対する国の財政的配慮がの

ぞまれる。

　E．ヌ．千葉県こどもの国命1＿、、

　《概1・観》

　既存の工業用水ダムの中膓を利用．して設置 さ れて い

る。 搬上セ瓢面利厭越ないが景観と底魅力ある

湖水面が生かされている。中島の形を生淋してぐ房総半

島、束京湾などの呼称がつけられて恥るる・ 1（“
1』

ド ‘

「1 概要》 ”』 1ド ∵∴『…以な一

　〔所在地〕千葉県市原市山倉148ブ

　　〈交通）国鉄r環駅より小湊ン畝山倉下準’レ ∴7

　〔面積〕394，640㎡

』 〔開園〕11 ユga年151月巌

二〔施設〕ひ中央セ ￥タr』 （児童館、、管理事務所など）く産

業し観光センタ 阿（展示室、1集会室“資料室）、伝統文化

館（貝塚の出土品嵐民芸品展示）、、古代村（古代住居集

落を再現）、・交通教育セソタ 一、子どもの遊び揚（人造岩

山、プール、ローラースケート、ガラクタの庭など叉サ

イク身ソグコース、他　　　　　　　』r　l 』い1べ1懲

』＝〔工事費〕♪ 10億円『、「1。r』．㌧ 1”『』
・』

』い511：二。一

二、薫設計者〕、／石川洋美建築設計癖務所』旨△ ∵ じ断卜

、《〔囲園 日時〕’て入場料〕』国立ζど もの賦と 同じであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r』 琢

　《運営状況》　　　　　　　　 』i〔F’r 洗1ジ♪’

　〔入園者）　年間約370，000人、、子ど、も60％、おとな40％

11 〔収入〕』140∫000‘00Ω円ぐ（県獲50ジ 000，000円、1入園料

他90，1000∫000円） ∵ 1

　〔予算〕　人件費501ODOl 000円、・1賃金ミr売店材料費く 管

一理費他90，000，0DO円 　 』r 　』 一：∵ 』マr

15』1
曳、1r〔運営〕 、財団法人千葉県こどもの国協会・

、〔スタ1ツフ〕湿園長、総務部マ寮務部～管理部く「交通セ

ンタ←部ぐ計50名‘・ 　．・

　《本施設の特徴及び問題燕》　』μ』

　①地形をうまく利用妖千葉県周辺に凝して設計し

た一獣．千葉県の産業 ひ伝統の展示や再現などぐ地域社会

に結びついた計画が、他の施設にみられない特徴をもっ

ている。　　　ll 、以 1、・’ 1一 、』

奨ノ㌧ 『㌧、i7

　②　丸太を豊富に使用し、11素材的に組合せた遊呉が数

多く設澱されているのが印象的である6鉄材や戸γクリ

ート
の遊具乏セま楽た別の素朴な美しさ・があ’りぐ定型でな

い遊呉ξしで、、子どもの遊びを規定せず発展さセマレベ

ことカ～でぎる。　　　　　　　　　　　　　i ∵郭こ

　③サイクリソグ・コース、広場でのサジ九尊遊びな

どく、・小学校高学年、1’中学生の格好Φ遊びが考慮されてい

るψそれだけ脅な年全的塗縦¢）遊びのつな力号ウを可能にす

濁←・方に危険じ対す為配慮も必要であろう61二「’函∴・

　④屋内施設は展示は別として、児童館の映写室阪図

轡室に殆ゼ機能迄て～・・な》～δL・ 開園後‡年を経過してな

齢、 視聴覚室の機械は梱包を騨・たま才の形でおかれて

お「り、 図轡は絵本など含む20冊足らずが本冊に置かれて1

いるにすぎない6．屋内施設の活母が今後の問題とレズ残

』さ、身ぜて㌧！｛・る。一㌧・：i主　．ノ詫でゐ
．＿

　C」、ゴ千葉県海のごどもの国．、ン＝．：rll、 』『㌧ ．いll

　．《概観》　　　　　F1「 ・lli
lr

レ1しf ハー ∴・

』こヒ〆「海めヒどもの国」 は九十九里浜海岸の中央部に

あり、海岸線からは勧km入っている・潮騒が恥戴

施設の商台に立ゆと九十九黒浜が→望に展ける耐施設の

す1ぐそばに は架山川の清流がある6、この大自然1鱗中弄こ

　r海のこどもの国」は土や草木を排除・しく、 あくまでも人

工的に存在して・いる。各施設ρ明：聯｝色彩ば紫外線Q強

い陽ざしに映え、∫ぞ層鮮呑腫あゐ。 ・施設全体を見渡す二

とができく、全体を歩ぎまわ述てみうれる小｛じ序ま、りし丸

施設である。当日はいくつがゆブ 7／9の うち・』流水ブ「

〉レリみ水がはられや豊かな水調ヒと動的な世界をしのばせ

て r川」．さながらに流れていた6閉館期間中であ1づ零た

め、全体の構造を概観的にとらえるためにに好的条件矯

あった。しかし、実際の子どもの利用状況をみるには別

の機会が必要であろ う。． 　　…　 』1、瓦』ゼ』 ～』 灘

、1《概1『5要》』』 』』 ・二
一1 11』冨 』 　 1 ∫：y㌧』』r㌧lf…・’II

　・、＝〔所在地〕ジ1千葉県山武郡横芝町屋形535缶1し・1！ド…』’

，，・曽（交通） 千葉駅から総武本線工時問15分横葎駅バス

　　　　　で20分 　　　　”』，』ひ　』” な
1、1く㌧忘1こ，
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　〔面積〕29，428、52㎡（約9，000坪）

　〔設立〕1972年6月（第一期工対院成）

　〔施設〕管理棟（ロッカー室、シャワr更衣室、礁務

室、医務室他）、’ブール（流水ブrル、：造波プール、とび

ー込ブール、スライダーブール、ちぴっこブール、噴水ブ

ール）、駐工1場（5，880㎡，180台駐車分）・』、

　※第二期工亦として管理棟3階レス・トラγ設備建設

　　開始中。海の科学館は予第オーパ≒のため建設見合

　　わせ。

　〔運営〕　財団法人千葉県年金福祉協会

直接のスタッ7は事務局長他2名6．

　〔開園日時） 17月1日～9月15日ミ．期問中無休。平日

午前91100～午後5＝00、土日午前9500～午後6：00。

　〔入園料〕 お一とな300円、高校生200円、中・小学生100

円、幼児50円

　《蓮営状況》

　〔入園者）全期間有料入場者245、590人、1日平均
3，190入紀内訳（おとな47．9％、 高校生3，8％、 中・ 小学

生39．9％、幼児8．4％）、学校団体はな．くく子ども会程度

の団体も’』

8月6日 （第 1日曜）19，000人ぐ91月 以降1日平均2σ0人
　r〔収入〕・ 91，941、083円、内訳（入園料5917％く売店収

入41．一5％、 コインロッカー使用料3．3％』駐車場利用料
2．5％、 ボワト・浮輪使用料L8％、、赤電話他0，2％）

　〔従業員〕　延人員計5，278人、1日平均68，5人（監理部

213人、臨時従業員2，458人、 アルバ不ト1，136人、ブール

監視員1，471人）、時間給140円。

　〔医務室救急処置〕 医廓1名70才、齎縦婦2名パート

勤務。

1，585名処置（怪我11000人、腹痛他5qo人）

〔動員計画〕　特になしσ案内を煎ねて鉄道、小中高校

ヘポスタ』配布をする。

　〔運営協議会〕　財団法人のため、理癖会で運営し、特

に運営協議会メγパーを構成していない。 学校i子ども

会‘児童施設など外部と直接開連をもっていない。

　《本施設の特徴及び問題点》

　〔特 徴〕 1喫スタ←ブランのメ．ンバーは、、県庁関係者

と専門業者である乙タイブとしては完全な人工型で鉄と

乍メン下で造成されているといらてもよい。遊びのため

の施設腺すべて屋外にある。

　教育と遊びの観点からいえば、現状ではもっばら遊び

中心となっている。ただ教育目的のための利用を拒否し

ているわけではない。水中運動を観察する設備て競泳プ

ール《飛込みプ［ル）もある。ただ、まだ具体的な利用

計画がたてられる段階までいっていない。

　対象は幼児から中学生を主しているが、児童育成施設

として基準にあう幼児用の水深30cmのものが少ない。

特畏的な設備としては、 流水プヤル、．造波プール、スラ

イダープールがあるが、これらは他の施設のものをモデ
　　じ
ルとしてとり入れたものである。流水ブrルはアルミ晶

ユームを使用している。

　利用者は、県外と県内の割合では県内の方が多いが、

一般に県外利用老（束京曳神奈川、茨城、埼玉各県）の

方に人気がある。

　〔設備上の間題〕

　a，利用者1日6，000人対象の施設のため、人数が

10，000人以上になると閥題が多くなる。

　①水最、機械の不足

　淡水利用（海水は特殊な機械を必要とする）であるが、

5，000トン必要で1週間を要する。各ブール巡回1クリア

ーしていても、水をきれいにするため1日300～400トソ

を追加する必要がある。10，000人では補給用水1』日500

トンを必要とするが、水量・機械ともに350トンが適量

である。1

　②　コイソロッカーの不足

　1，740個×3で、絶対脆が不足し、入場者が増加する

と、ブールサイドに荷物を躍くことになり問題が多い。

、③駐車揚の不足

　現在180台収容でぎるがピーク時ば1，500台駐車できな

いと要望にこたえられないo

　b．常設の医療施設がほしい・

　現在は医節の好意に頼って機能している。鱈護婦もパ

ートタイムで辛うじて維持している。

　〔運営管理上の問題ン

　①管理者の不足

　正規のスタッフが局長以下2名、 内1名は第二期工事
関係担当である。 つまり、局長と管理部畏の2人だけで

ある。観光公社併任の職員1名 と他部局2～3名の応援

を得ても追いつくものではない。（行詐、番故管理、直

営亮店経営問題とすぺて、正規職員がいないゐで資任分

担できない）

　②臨時従業員

　学生の夏休み期間はよいが、7月20日前と9月1日以

後の期間に動員に苦労する。（地元成人40人、 大学ρ高校

生40～80人）、学生は高校生が主であるため』期間が隈ら

れる。

　〔安全管理上の聞題〕

　①ブールの時間制限

　7月は昼休み1時間、8月以後は昼休み30分とる。50

分遊ばせ10分間全員ブール使用禁止の時間制限を行う。

一248一

告



φ

高橋他：総合児童厚生施設Q標、粕的設備及登機能に関する研究

10分聞はプ【て々嵐検の時間。トこ㊨時間制限匿よっ て、・ 子

どもゆ体調を整えたり、『聡ぼれた子Q早期発見など憲全

管理ができる。 付添曳・の＄となが，： 時間制限があるQで
安登し、、うる さく「上れ奥れ」 と言わないですむ。 渋．

　②・危険防止く設備半）、二 r1

』・、・i、が』r1、一
；1

、P 水ブ門ル1全長430mに16カ所《流れを起藍すうずカ～

ある。 頭を入れると危険である 。．
この個所に監視醤厳重

にしてい66』期間中数人まきこまれそう になり1癖前に発

見しているひ．’卜』 け・． い
、．

』』。シ、、

競泳ブール1排水上の構造で中央部が他よめo、2㎡深

くく水深耳4mになづてい ξ。中央から入る子k中央で立

好艦視す騨要があ㍍・ がン・＝ズ風r1影落
　爺込ブールll狭野ので向ぎあヶた飛ぴ込み台を同時に

使用すると鉢合わせの危険爆あるず笛で合璃して調整し

ている5「営．と二r’ 』 ド』昌・r 緊』ll．

㌧③・ゴ危険防止て剛般的注意）固「∵r ！r㌧ポrぐ・』：「

ごアル〆イトの大学 D 高校生を水泳部員に求めてブーラレ

監視員としている占一、必ずしも水泳部全員というわけには

いかないが、ブール監視員を30名おぐこ乞にして賂るよ

（実際にはぐ、プール内の癖故よりもいプー‘レサ柔ドで転

んだりぐぶつけたりする怪我示多かった）、孔也．、

　。〔利用者に求められる問題〕1 i』 、☆1点 』」、イll』1雄

．罵暴識無罫懇表毎£ゑ麟
溶藩な場合困り果てる5・r

i・』1 1㌔『 71“ 』；1『1 1）1』｝一し

　②　子どもの危険・ 〆瓦y 》 こ「き 』1』 ・、庄二Ll拷＝1

過添い醜燈嚥瀞さ賠を流押」・レ瞬恥

るざ働棚激昨蝿麹舜塗琴拶轡該
」ルサイドから幼児が流水プ｝ルに落ち弛こ乏がr2度あ

る沖牲の姉が騨台施ど嘩み｛51勅魏擁
旭て妙あと鎚つ㌣び遍煙髄どす旛ゆ
監灘異鵡懲噛鰍ゼ』”

　多い時は日に50件もある。 浮輪、水着、タオルぐ帽子

などφ忘れ物め処分に困るらい 　　　　　　　　　『L

・乙 ∵禁麟項を守らないこ…二凝’∵
1 1ンゴ7 七・』・
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東京からの利用者は「入場料が安いめで、ブ」ルご乏に

使騰饗磁全騨撫（，。円）

　　コイン。ロッカーの使い方力ζわカ㌧らなし・のでく戸をβa

け為時料傘を入れてしまっ準ワする51埠レ木紅を途中で1

　して、その都度30円必要になり漏すぎると苦情がで丸こ

　とがある。

　　③隅内1トイレが少なすぎ軌丘、 r＝ 1レ』‘いを

　　1ヵ所にしかないoく便器壷審6レ個）
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　　《運営状況》　　亙 ： 　　 　　　　　　 播

E欝な轡塑？㌧騨塾・
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円“鮒費鎚47仰映脚獅璽鵬陽遡）・し・
　　 《本施設の特鍛球び問題点》　 　　　㌔　ζ 、．

ぐ』 ン

瓜、①諮施即徽軸囎燃騨を7膿生か．区
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　《概観》

　遊具や建築物を数少なくし、ス・一ブを利用した規模

の大きい広揚が印象的である5

　《概要》

　〔所在地〕　福島県鑑山町大字石田字宝司沢

　　（交通）福島市よりバスで70分

　〔面積〕501，879㎡

　〔開園〕1972年5月

　〔施設〕春の広場、夏の広揚、秋の広場、自由の広場、

小運動広揚、キャンブ揚、人工池、児童館

　、〔工泰費〕 46，800，000円

　〔設計者〕 国立公園協会

　〔運営〕　福島県霊山町

　（スタッ7）管理員1名、児童厚生員2名

　〔入園料〕　無料、（キャンブ場は有料）・

　〔開園日時〕 水曜休園、9時～4時30分

　《運営状況》

　〔入園者〕』4ヵ月問　230，000人　

　〔収入〕なし

　〔予算〕霊山町役揚から管理費年間5，3005000円・

《本施設の特徴及び問題点》

　①　季節ごとの樹木を主体として、．春～夏、秋と分け

られた広場は、他の施設にない特徴であり、広場を主体

とした豪快な遊びをさそい出す施設である。

　②　年間20、000，000円の規模で設備が整えられつつあ

るQこのうち8割は県財政、2割は霊山町と周辺の市町

村財政でまかなわれている。このように、・ 二本建ての補

助を受けることと、福島県として当初企画された簾一候

補地の用地解決がないまま、第二候補地である霊山で建

設が進められたことで、’運営上困難な間題をかかえてい

るo

概括的所見

　以上、各施設の現状を視察し検討してきたわれわれ

は、次のような諸点を一致した見解として提示するもの

である。

　（1）r各施設と献その地形的、地理的条件を可能な限

り考懸するなど、企画ないしは設計のレペルにおける意

図はよ・く読みとれる。しかし曳全般的な傾向としては、・

建築工学的な梅想が中心となり、子・ども達の身体的、精

神的な機能と施設との有機的な結合という本来の目標が

おろそかにされている感が深いoζこで必要なことは、

子ども会の艮一ダ［をはじめ、激育学、、心理学、社会福

祉学関係者など、子どもの遊びと生活に直接の関係を持

つスベシアリストを蛮業（あるいは；活動），の企画の段階

からの直接的な参画者とすることであろうげ

　（2）・各施設とも、遊園地のような娯楽的遊具を排除

し、あるいは極力おさえて、自然空間を確保している。

それはそれでのぞましいことではある。』しかし、自然の

中に子どもをおけば、子どもが自然に親しみ、自然発生

的、 創造的遊びが展開されるという発想からの自然空間

では自然も生力、されない。棒切れカ～子どものイメ1一ジを

ひろげ、捕虫網がより子どもの行動をさそい出す。子ど

もの遊びを促がし発展させていく刺激（適切な遊具ンが

必要なのである。

　（3）屋内施設の貧困は、どの施設においても同様であ

ったo各施設の案内リーフに児童館、図密室、工作…藍、

映写室などの記載があるだけに、機能していない現状が

目立ち、 子ども不在の空しさが感じられる。各施設のあ

そびの嗜好調査によれば、既存のものが、判断基準とな

り、従って屋内施設の嗜好や利用は下位になって いるが

これ，は当然といえる。子ども達の二一ドがないというこ

とではなく、現状の屋内施設のあり方が子ども逮に魅力

を与えないのである。

　（4）施設の価値は、その機能が十分に発揮されること

にあるo屋内施設、屋外施設を間わず、．管理メマ丼一の

数玩的不足が施設を十分活用でぎない状態にして、いる。

これは、各施設の管理蛮任者が訴えるところでもある。

安全管理をは じめ、遊びの指導などにたずさわる者を確

保する必要があろう。児童福祉についての行政的、財政

的な問題がここでは提起されているo

　（5）各施設はそれぞれの地域における児童施設のセジ

ターである。単一、小規模な周辺の児童厚生施設を技術

的に指導する役割をもたなければ奉らないだろう。地設

自体の人員なども整っていない現状ではあるが、将来へ

のゼジョγとして、遊びの指導や研窒、さらに指導者の

養成、指導者の棄灘など、センターとしての設備を整

え、その機能を十分に発揮するように計画されるべきで

あろう9

　（6）　「千葉県海のこどもの国」では、具体的な運営上

の問題を把握することができた。向い側と鉢合せする飛

込台、便所の位置や数など設計上の問題、看護婦や監視

員の不足、、そして利用者側からの苦情や管理者側からの

注文などである。新しい施設設置に当っては、既設施設

の実状をよく鯛査する必要を強く感じさせられ顔のであ

る。また、施設がどう利用され、どこに聞題があるか、

改善の余地はないか一と、設置後のアフターケアが必

要であろう。
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2）』聯卿設に桝肇ξも嬢兄ド』
　及び教員の意見

　　　一質問紙灘よ蟹購査ヲ ㌃

1；〆 1 』中　　二 』㌧郎・ン本 ド田 ξr 』郎

　　　　　1第1衰一入園料にづいてり”、

中央こどもの国 〆　嗜

．，騨鰍齢腱甦鰍の鯛堕鯵にあ飾
て洗ず鰐にその撒を糊鍋騰φ嘉』陣知る
挙婆炉ある。；そすそぐ神李川県め宇央ヒどもの甲≧、1キ

葉県研難爲咽め2瀕を触ξしそく細考（交
兄、亭ども）1こ意見を求あた6（資料番号』1）：へ』1 ・’

’さらに、中央とどもφ国に来園・したことめある束京都

並びに神奈川県内の保育園、幼稚園、 小学校及が中学疲

め園長ぐまたは学校畏宛に調査衷（資料番号童），を送付

しミ㌘・担任の保母、教師え意見を求めた。・：』Fヌー‘』 』

’・
下ばそめ結東を示すら』・・（なお保母教師め意見の結果

は別添資料に記載〉 ：』㌧”．

　ノ　　 い　ず

　1，・子ども及び父兄の意見』

。大 人r 子 をも』 「計

イ．筒“譜
　　　％
1（49∫5）、

　　　％
’2フ（6ウ｝5） 78（58レ：2）

ロ． 「安い8 18（7．18） く2C5ボ0） 』10（弓6』9）

rハ；適当 』40（38，8） F 8（20．0） 』48（53、 6）

、二．．わカ》、らない
r

β（12．♀） β（』75 5）
、5 貫（4ド2）

1ホ㌧無回答 甑、、
ン1（・ 1．ρ） QG、つ） 4（i 7．1）

1ギ葉こどもの国し』

．夫．入 子ε亀　、計

イ． 高い∵．

R．安い

ハ．適当

二 ， わからなし憶
ホ．無回答

　　　％　　　　％
・勉0（18，8）　 盆6ζ46』r4）

36（16。9）　5（8，9）

427（59．6） エ7（3α3）

1』；8（1β，7）　．、、5ぐ瀞8こ9）

　2（1・0） ：∫3（、5・、5）

　　　％’66（斑ボ5）

こ41（1512）

・144（53，5）

（・ユβ（舎8）

』、二5（ 2㍉ρ）

』調査は昭秘咋1珊5日（日ハこ中央ごど庵の鼠祠

月19町（泪〉に午葉こどもの国セ肴6たる調査方決は夫

人及び小学校高学年以上は直接アンケートに記入して『も

らい」年少児には口頭で意見を求めたぴ』写 ペ　ド

　〔入園料につ㌧ ｛て〕』｝・㌧r、で・し謡、．、 』1・
、

缶

　こどもの国の入園料金は安いと思うオ～ぐ高1いと思う

　　　　　　　、 　－： 1、C『ン♪
．、 枢 ．・

　　　　　　　　　　　　　’』第、2 衷
　中央こどもの国　Pへ』』・礁＼く1…・iい’！ 』’

、べ，

こどもの国へ来た目的に何ですか

か、の質問に対する画答庶第』1表めと兎りである。

　こり蒙からいえる こξは～子ども逮は現行り外園料は

勘と彫費るこ孝・千鵜ども磐マ訪準大仰
約賜峨勉入騨樋当岬ってし・喬のに対して）

中央こど もの国に来園しだ夫人の半数が夫園料を1高㌧きと

感じ鰹鱒摩とで鯛画し痘ンζ鮮緊』鯵

韻鷺’　響轡騨な轡
＼＼　

、』「 大 人子どい も
1

計

イ．礼健康的で健全な レクツ冨一・ジカンを楽しむため 1
　　　％55（53．4）

　　％・
6（40，0）．

　　　％7工（49．6）

ロ、1 自然に親しむため 』　　　　’ 32（31．1） 6（15．0）．、 38（26，6）

ハ．商業遊園地と同じような遊びをするため、 0（　0）一 4（10』0） 4（2．8）

二．入園料が安いため　、、 ’尺P（r ：0）＝守 0（1 0）

，

』．、0（戯0） 11二

』ホ。 何も考えずに来た 6（1』年‘8）“

、
、篭’

』1q（25ρ）、
’・

エ6（1募㌧3》3
［・

へ．イとロ　　　　　　　　　　　　　　　 、忽（．6・8〉ド 2（5．0），

一、
二9ぐ：6β〉’㌧乱1

ト． 無回答． 』、窃（2，9）
F

β（5・o） 年（β・．5）
一一

＝燦こども6歯
』、

い・　　　　，　ト』「　　　　　1rヤ　、 大　　　　人 子　　ど　　も G計～緊醗
八　』L 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 　

イ．、健康的ゼ健全なレク身

t　　　　　　　　　　　　　～
1商業遊園地と同じような遊びをするため

　　　％・
i14（5き，5）

（28，1）r

PO（『0）〆

・P、’＝ ％， 1、

39（す9，6）

13（23．2）［

（・1』8）

q・ 卜

％『〕
　　聴619）・ミ』シ，　　麺liiブ　・暇（

0∫5）’・

慨こ’入園料が安いため』 2（r 11b）1一 0（　0） い2ぐ0♂7）脳
1宗ピ何も考えずに来たc 25（U．7） 3（5．4）・ ㌦28（1α＝4）∫㎜二1

・ヘゴイ と自 1σ（4．7） 』 0（』0）一 』 めぐ3． が
1

ント． 玉無回答』 2（1．0） 0（
』

0〉 1 “2（郵σ詣！7） 諮
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っていないと考えられるので、・一応参考程度にとどめて

おくべきであろうo

〔こどもの国へ来た目的〕

　こともの国へ来た目的は何か、との問に対する回答は

第2表に示した通りである。これによると、健康的で健

全な・レク．リエrションを楽しむためにこどもの国に来た

と回答した者が半取近ぐおり 1位であった。次に自然に

親しむため、何も考えずに来だという1順になる。 しか

し、』幽央こどもの国に来た子どもの10％が商業遊園地と

同じような遊びをするためと答えていることは注耳サね

ばならない。つまり｝子どもにξって、こどもの国は健

全なレクリエ」ションを楽しみ礼自然に親しむと同時

に、． 多少なgとも遊園地におけるような遊びも望々でい

ると思われる。

　〔気に入った施設〕

　1ごどもの国で気に入った施設は何かをきいてみた。第

3表はその結果である。㌧

　　　　　　第3衰、気に入った施設
　　　　　　＼

中央こどもめ国 子葉こどもの国

大　人子ど鱈 大’　　、人　　子　ど　も　

　　　　乱　　　　　　　　　　　　　　　　ローラースケー牧」場 ド　衛　　　あそびの広場　　　ト

すべり台　すベリ台かくれんぼの丘　ゴrカート
　　　　　　　　サイクリングコー腿広場、牲、場ス 　　　芝生スキー
自　然　　中央広場ゴーカート　　　ローブ遊び

池　　　　自　然　廃物利用　　　　動物の村、

キャンブ場　　　　岩　山

筏　　　　　　　すべり台

　　　　　　　　　自　然

　　　　　　　　　ローラースケート

　　』　　　　　　ブール『

　第B1表から、中央こどもの国にある施設の中で、大人

に｝番人気のあったのが牧場であり、次にすべり台、中

央広場、・ 自然が並び二池、キャ・ンブ揚、筏と答えたもの

も僅か液がらいた。子ども達が痴に入ったものはく・1r位

が筏であり、以下すべり台、牧場、中央広場、自然とい

う順序になウ、 筏に圧倒的な人気があるほかは大人達と

余り変らない。

千卑髄姻傾大人臥気のあった施設嘩びの
広撚 駅拠ぼの魚塀：ク．リングコース・キか

ト・励柳嘆辮で顔・解も趣人気のあった
ものを細ロアラースケート・飾力輯ト｛芝隼ろキー・

ロー 遊グ、、1励物の村等り雄置であった。

　中央、千葉両こどもの国でこども達に人気φあるの

は、身体を動かして遊ぶ施設であった。この結果は、子

ども達が噸9徽畝織瀧間から解き灘纏動
きまわりたいど渇望している現れであ委と解釈してもよ

いであろう。

　〔園内をみて感じたこと〕

　こどもの国をみてどんな印象をもったかを評定させた

結果が第4表である。

　表を遜てもわかるように、中辛こどもの国の場舎、．木

人・、子ども両者とも娯楽的欺マインママーンが多すぎ

ると指摘しており、逆にもっとあった方がよいものとし

て、遊具類、樹や花、運動施設などを挙げているQ殊

に、子どもの場合70％以上が運動施設の増設を望々でい

ることがわかった。

　また、千葉こどもの国の場合は、 広場、 娯楽施設、大

人のための施設などは現状ゆままでちょうどよレ）と思っ

ている人が多く、もっ≧彦る方がよい≧馬うもの とし丁、

樹や花、幼児のための施設を挙げている（大人の感想）。

子どもの揚合はどうかというと、もっとあった方がよい

ものとして、遊具類を箪頭に挙げぐ以下運動施設、娯楽

矩誰の増設を望んで野る。また、多すぎると感すている

もの として、六人のための施設を挙げている爲は興味深

いo

　これらの結果から《現状のこど．もの国には遊具類、．樹

や花、及び運動施設が少なすぎるといえよう。

〔こどもΦ国の環擁〕

．こξもの国璽躍擁はどのようなものがよいか、との設

問に対する回答結果を第5表に示す。’

　表をみてわかるように、過半数の人がこどもの国に自

然のままの環境を望んでいる。公害による自然の破壊が

間題となっている今日、 この結果は極く妥当なもの．とい

えよう。しかし、子どもの中には、娯楽的な要素を望む

者もいることば留意すべきであろう。

　〔こどもの国に対する不満〕

　こどもの国に来園した人達が不満に思ったことはどん

なことカ・を第6表に示す。

　これをみてわかる通り、大人、子どもの区刷な・くぐま

た、中央こどもの国、千葉こどもの国碧問わず、利用者

の不満は大体似通ったものである。殊に、便所や水飲み

揚の数の不足ば誰もが痛切に感じているし、救急施設φ

不足やその所在の不明さ奪指摘して㌧偽こ孝は蜜意すべ

きであろう。まだ、だだっ広いだけ｛つくりすぎた感じ

がするな蹄撒批判がいくつカ・でて瞳磯壁1．子

ど硫限ってみると、動物舳っ珍鯵、、弊魎

すべり台・筏などが混みすぎる、乗り物、避び導県潮少

ないなど卒直な意見が多かった。これら利用者㊨不満に

謙虚に耳を向け、その二一ドに十分応え得る施設をっく

一252一
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翻他総解聾蝉即畔騨備蓼嘩黙関す研究

第4一衷 ・今 日園内をごらんになって感じだごとを選んで下磐恥

中央こどもの国 叉

大

人．

子

ど

も・

イ・．1遊具類

白』 樹や花　　 』・1』ン凋

2、♂広場　 Fr
．r

ム
． 教育的な施設　』轟莞

ホ』運動施設

へ1』娯楽施設 r　lノノ：L

ト． 娯楽的なコイ 、ン々ジ」こン

チ，大人のための施設

リ．幼児のための施設

イ』遊具類

f・床蜴 ズ1
竿1

町、蓼育的な施設1ヌ．、

ホ．運動施設

へ．．娯楽施設

「ト．誤楽的顔イ・顔シア

熟 1末人のため伶施諌』．擁

リ． 幼児のための施設

ia
　　　も，？とある方a・・がよし・

b．ちょうどよ㌧・ c．r すぎる d，無　回　答

45（43．7％）1 36（34 ・9％） 1（0．9％）一1 〆馳oil5％）

45（43． 7』1） 43（4L7）
OC ・＝0・ 』う一 』・ち’i5（14176・）

：21（20．5 ） 61（59．0） 0（ 0）1 ・… 21（2σ．15！）

44（42．71』』）㌦ 35（琶4「0・』〉 』 3ヒ2，・8∵）く
・・

1ぐ20～5・ ）
46（44，亨．』二） 39（37．9） o（、o〉 ・F 1グ1 4Fr

21（20。15り 50（48．5） 7（ 6．8） 25（24ミ 2・・）

7（も』＄』つ 42（40， 8） 15（14．6） 39（37』8、・う

27（26．2r） 46（44．7） 6（5．8） 24（23．3）

50（48．5） 34（33，0） 2（L 9） ε17（16：6う1

23（57．5％） ノ1 ・　10（25．0％） 1（、215％） 6（15．0％）

20（与0・、0 ・＝差 14（35．0 ） 1（2・511）1・ 15（12，＝5ウ1

17（42． 5：つ

3（ミ字・丁5、

17（42．5）

5（37．5）

讐昏，Qゆ二

6（15．0 ）

14（真ρ・、o、）

6（15』lo 〉
29（了2・，覧） ） 4（10，0．・）

、で
12（1蔦 o・、） ・5（珍i5 ）

18（饗5・Q ） 14（35．0） 4（10，0 ） 、4（10臥0 r〉

13（30・：9 10（ 25．0） 12（30．0） ．6（ヌ5．0．）

↓5（37．5、1） 9（22，5）’ ”8（20‘0） ：「8＠o、）

14（35．0 ） 10（25．0〉 β（20，0．） 8（20，0〉

干葉こどもの国
ノ㌧

4

…凝蝕至方 l　b．ちょう、どよ い1 c．「多．すぎごる㌔一・dr‘ ・無二，回．朗答

イ．遊具類’ 　　　』置』93（43．7％ブ 　　，　　ド“L

44．1％）
『　■F

」’」 ¶1（o，5％）ノ ∵2年（1正17％ブ』

・大

・断樹φ花 r・ 二・

，広・場’1

13今（62よ4一』ブ’45（21．2∴ツ

6κ3L5”）

　　
》』

50（7q．14 ．〉下

　聖引　，
”　0（

0）『て’鹸’3（ぐi．め・　　　　　　　＼　　　　

』i3ζ釦づ
（ラ，り ジ

二．教育的な施設’ 串与（40，4』） 96（45． 工づ』’ ㌧ 15（2．3、）1 叙12；2＝）

ホ．運動施設 97（45∫5ツ 蕨言9．4r）． r’一「飯roピ9 ） ”130q4ゴ2づ

へ．娯楽施設 56（2613 ） 116（54．5．1） い7（3，β） 呂4（1与♂9づ

人
ト．　娯楽的なコインマジ“シ r2σ（13』6rン ユ12（52．6’〉

一』ド

0慮4 ㌧）1・ 52（24．4 、ン

チ．大人のための施設

．幼児のための施設 　　111（5211づ

107（50．2）

75（35．2 ）

7（ 3，3）

く0．9）
、、3無め
25（1L8づ

イ．遊具類 38（67，9％） 11（19，6％） 2（3，6％） 5（8、9％）

子
ロ．樹や花　　　　　　　　　　｝㌔ 21（37・』臥〉 31（55，4） 2（3，6） 2（3．5）
ハ』広　場 27（4＆2 ）』 24（42、9ン 4（7。1） 1（1し8一）”

．昌．！教育的な施設 曳』 6（46．雪4う ＝ 19（33．9） 2（、3．6・） 9（161ゴン）』ミト

’ど 、兆．：運動施設 ．…ンー．・ 31（5与．14 ぺ）ζ 20（35．7） 1C江，81つン ・三ゴ藩英．？．11 ）

へ娯楽雄設 β1（55．4 ）ン 17（3Q∫4、！、）
　～　■　

ふ誹、照121 4二1、り

ト，娯楽的なコ インマシーン ．．27（煤8・2ゆ 16（2＆6） 5（819 ’、）1り 、、㌔亀（聴β、ゆ㍍

も
チ1大人のための施設

．幼児のための施設 『1ど1』難

　　20（35．7）

将 22（39，3．斗：）

・21（37．5・1、）こ

3（4u、）

9（16♪1・勢

6（斗9・7 レ≧㍗

　．．礁照～ン）！1

、源鰍♀、）き
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中央こどもの国

第5・表
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こどもの国の環擁はどんな環箋がよいと思いますか

大 刈子ども 計

イ。 自熱¢》 ままの環境

ロ，遊園弛のような娯楽的環蝿

ハ．教育的な環境

二．r學然の環境の中に娯楽施設をとり入れた環擁・

ホ。 イ．とハ．

へ．イ．と ユ．

ト．無回答

71（68．9％）

3（2，9）

4（3．9）
12（11．6　　）

2（1，9）

3（2，9）

8（7，9）

25（62．5％）

3（7．5）

2（5．0）
6（15，0）

0（　q）

0（　0）
4（10．0　）

96（67，1％）

6（4．2）

6（4．2）
18（12．6）

2（1．4）

3（2．1）
、12（8．4）

干葉ζどもの国 1
イ．自然のままの環境

ロ．遊園地のような娯楽的環境

ハ．私 育的な環境

ズ燃の麟の中燃楽鱗をとり入れた獺、
ホ． イ．とハ．

へ．イ．と昌，

ト．無画答

大 刈
12β（59，2％）

　5（2，3）

5（ 2溶）
22（10．3　　）

4（1・9ン
　7（3．3）

44（20．7）

子　　ど　　も 1
30（53．6％）

6（10．7）

1（1，8）
16（28，6）

0（　0）

0（　0）

3（5．3）

計．

156（57．9％）

11（4』1）

　6（2．2）

38（14．1）

　4（1，5）

　7（2．6）

．7（17・年〉

中央こどもの国
第6表 あなたがこどもの国で一番不満に感じたこと

　　　　　　　　　干葉こどもの国

大 人

・ 便所についての不満

・水飲み場が少ない

・案内図が不足

・コシク り一トでなく森の

小径をもっと多く

ボごみ箱をもっと多く

。救急堆設が不足

陣潭擁がわかれてい
ない、

・た砿いだけ

子 ど も 1大 人

・広すぎて疲れる

・水飲み揚が少ない

・休む所をもづと多く

・動物をもっと多く

・子どもは無料に

・すべり台や筏が混みすぎ

る

g写真機を貸し出し七ほし

い

・便所が少ない

・ 交通の便が悪い

・木蔭が少ない

・駐車場が狭い、料金が高

　㌧・

・もっと安全性を考えてほ
　しい

・ゴーカートは誰でも乗れ

　るように

・水飲み揚が少ない

・ちょっとつくりすぎた感

　じ

・救急医療の場所が不明

子 ど も

●中3までしカ、ゴーカー

　トに乗れない

・遊び道具が少葎い、乗

　り物が少ない

・入場料が高い　

るべぎであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　設の設殿を一番望んでいるようである。その他、ボーり

　〔こどもの国に欲しい施設〕 　　　　　　　　　　　ング場やジェットコースターを欲しいと答えたものも多

　こどもの国にどんな施設があったらよいと思うかを場　　く、その意味では、遊園地的な娯楽性も子どもに嫁必要

ね云二結果力｛第7表であるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのカ・もしれな㌔・o

蜘齢自然探撒櫃服野瞬撚ブー且鼠教師嚇見
ルぐ冒険遊びのできる場所などの施設を望んでいること

がわかった。また、こどもはスケート場、ゴーカート、　　　保母や教師など児童・生徒を指導する立場の人達の意

温水プール、サイクリングコース、体育館などの運動施　　見は末尾に参考資料として載せた。（資料番号豆参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一254一
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商橋他：総合児童厚生施設の標準的設備及び機能に関する研究

弔

中央ξもの国

第7衷 こどもの国にあづたら よいと思う施設、

　　　　　　　　　　干葉こ どもの国…　．

大 人 子・ど1も、41 末　　、　人 子　　ど　　も

ファミリー農園 冒険遊び場1 自然探勝賂 ボ呪リング場

サイクリングコース サイクリゾグ士rス 野鳥園 スケrト場
プラネタリウム ゴーカート 植物園 温水キル
自然探勝路・ 温水ブール 温水ブールー サイ・クリ ソグコースP

植物園 スケート揚 芝生スキー ジとツトコ」スター

温水ブ山ルー ・舟遊びめでぎる池 牧　場 ゴーカー・ト

野鳥園・ 体育館・ 冒険遊び易　・ 体育館

冒険遊び場’ 芝生スキー
－

舟遊びのできる池 ソラネタリウム

牧　場 サイ’クリソグコース 乗馬施設

汽車のある広場 スケートリンク 舟遊びのできる池

五・綴爾関禅聲腰郷？1区誇、
　1一児童厚生施設職員に対する意見調査

総観聾鱒卸効ガなり・内容について隅在
児壷館や児童荘園などの児童厚生施設悪実際解子ども

の指導に当ちてい為人達の意見をぎいたのが本調査であ

る。 調葦は～東日本、西日本の2ヵ所に分かれて行われ

た全国児童館職員研修会議の席上、調査用紙を配布して

回答を求めた。「調査項目は以下の如きものである。

　・　どのような環境が望ましいか

　・　どのよ う、な場房醇置かれぐべきか

　　入園料に》？㌧ ・て　！

　咳　ξのような苑誰歩必要期

　・』遊具について

・ 避び場嫉年令別にし痩方力鉢、・か　、

　・　留険的要素の必要性

　・ぐ宿泊施誰の必要錘

　・ 研修施設の必要怪

　！　犀内雄設内の誰備につ築て

　・、、野球場やサッ矛「昂の必要簿

　・・　管理、．渾営さ輩嫡～地域とQ開俸なξに？いての

　意見

高　橋 種 昭三 中、、山 、茂

礎

第8衷　総合児童厚生施設に望ましい環境1’

東日本 西日本、
、．

イ、一自然のままの環愛　　 9
0

20

0

　
16

　0、
♪　ド27

　　0
　1

1125践

0、、

いう意見が多r 、自然のままが良い、というものが次い

で多かった。つまり・児童館職員の大半は・自璋輿境㊧

畢嘩認めながらも澗嘩殿撒の必要嘩覇、
てい聾群なるわけであ為・しかし』眺り辞燃

いという闘も力勅あり泊然縣守雌す轡畔
極め七強いといえよう。

　・　どのような場所に置かれるべぎか　　　　，1

　施設の置かれる揚所については・都市の近郊歩艮齢ξ

轡力隅どを鹸都市の空や都市から離れた騨
　　第O裏　当該施設の設置に望ましい場所

　調査結果一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　＼　1　　 ξ璽ぷ到な舞壌が望まし》カ♪　

．緯合1卑承厚生革誰のよう塗姫設に》 ど璽よう．葎理壌が

商誉苑レいカ㍉に？疑て きヤ・丁み牟とこうで峠マ年倒的

に自然環境の中に娯楽施輩をとり入れたもの耕良い、 と

束日本 西日本 昌計蹄

イ．都市の中 1 3 F　l4
貢．都市の近郊 23 37 60

ハ．都市から遠く離れた所 3 2 二 5
二．その他 1 1 ．、2・

ホ．無回答 1． 1 2　r

・一 55一
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良いという意見は極めて少ない。既存の施設についてみ

ても、交逓機関の便ということは、その利用者にとって

重要な意味を持っており、交通の便が良いということ

は、極めて重要な意味を持っているといえよう。いくら

良い施設でも不便な辺鄙な場所では困るわけである。パ

ス、列寧などの駅から近ヤ・揚所で」運転本数がある程度

｛多くなければ、利用率は低くなるのが当然である。　1

　・　入園料について

　　　　　　第10衷 入園料について

第12衰 ．遊具類の設置について

東日本1配本／計

イ．遊具類の設置は必要

．遊具類の設置は不要

，無回答

27

1

40

3

67

4

イ．とる必要あリ

ロ．とる必要なし

ハ、その他

昌．無回答

東日 本

5
22

1
1

酬 本LL11

26

5
2

16

48

6
1

　入園料をとることの是非に？いて獣一色内多くの意見

が分れるところであるが、今回の調査の結果では、とる

必要なし、という答が最も多く、過半数を占めていた。

しかし、西日本の易合は有料を主張する意見がかなりみ

られた。有料の場合の料金は、20円から50円程度の金額

である。

　・　どのような施設が必要か

　この場合く遊びに関した施設の必要性を挙げるものが

多いのは、施設の性格上当然であろうが、宿泊施設の必

第11表　必要あるし｛抵望ましいと思われる施設3設備

東日本

東　　日 本 西　　 日・　本

・他の遊びに発展する ・他の遊びに発展する

契機となるから 契機となるから

必 ・遊具を利用すること ・遊具を通して社会性

により、運動能力を ・協調性・創造性を

要 養い、体力を増強で

きるから 増強運動機能を促す

と ・不特定多数の人々を から

対象とするので集団
・』

びを持続させ発展

す での遊戯よりも個別 させるから

で遊ぶことが多い。 ・遊県は子どもの欲求

る その際遊呉は不可欠 ・将来市町村圏域に予

な存在となる。 どもの国を設置した

理 ・とくに年少児の遊び 時の模範として必要

を持続さ煙るために ・児童厚隼のための施

由 必要　 として遊具を設置す

．・ どもと遊具は切り るのは当然のこど

離せないから

不す
る

・自然の方がよい ・近頃の遊具にあまり

要理　． に夢が無いから
と由

・位12位13位14位15位6位1

遊びの施設
．

171∵
21

宿淘雄鞍．　　・6 、．0

、図磐館　　　　 0　3
博物館　　　　　3 3

動物鴎（綴）
．、

2 5

職員の研修施設　　0　8

3
u
5
6
0
2

ρ

3
5
7
7
3

5
5
8
6
2
1

L

、1避び剛博物館陣館舗研修1・

西日本

遊びの施設 37 0 2 0 1 0 0

宿泊施設 2 3 6 4 5 17 0

図斑館 0 23 6 6 2 2　． 0
博物館 0 2 u 14 9 1　、0

動物園（牧場） 0 12 工2 ・4， 5r．耳．1
職員の研修施設 0 1 1 7 11

・9　．1

1鋤闇動物即姻舳陣1

要性を挙げるも のも東日本ではがなり多くみられたじそ

の他、職員の研修施設や、図幾館、博物館のような施設

の必要性を挙げるものも、東日本には相当の数みられ

た。その点遊びの施設に集中している感じの西日本の職

員の意見との間には、かなりの違いがある といえよう。

　・　遊具について

　施設の中に置く遊具については、殆んどの職員がその

必要性を認めており、不要とするものは儂か2名であ

る。その不要とする理由としては、 自然の方がよいく近

頃の遊具は余り夢が無㌧・から、　というようなものが挙げ

られていた。一方、必要とする理由には、表に示す如

く、遊びを発展させる契機となるものであるカ・ら必要で

あるという意見や、遊呉を利用することによ って運動遊

びや友達遊びなどを円滑に行うことが可能であるという

意見などがみられた。中には遊びに持続性を持たせるた

めに必要だというような意見もあるず何れにしても総合

児童厚生施設の揚合にも、子どもの遊びのための遊具の

設置は不可欠の条件といえよう。

一・ 56一
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第13蓑・』遊び場の年令別区分ゆ“で ∴』 』する者の意見にも・それぞれも6琳理由力励・『そ

束日 本．．酋日本．

イ．区分した方がよい

．
区分の舜要欺し

ノ・ 無回答肖 ・、

12．

15．

　2

ジ12・弓

r28

　4、

52蛮
1、43

　6

のどちらを とるがと㌧）う問題ほ極めて難じV、が、1あく年

でも施設φ広さ勘管理状態などと関連させて考卑てゆか

ねぼなちぬ問題であろう5　” ㌧ ”∴ 一一 婿

ド劉 撃窪諜鑛斑臨泌1ぞ∵li鼻

東 日　 ．本 西、日 本

㌧

東日本 、西日本． 計．

区理 ・避びは年令的に段階

あるかわ　　唱・幼児は学童に遊び場

を占領されてレまう

ら・危険だから

・遊びは年令によって

るから

乙年長児に遊び場をと

れてしまう

危険匿を考えて

イロノ、 冒険的要紫は必要、、

険的要素は不要．ヒ

回答

29、
40

12r～

、2

！691

2

「、　P

束　、、 日　 本 、西』ひ 日 r 、・
本、

必要とす

、．

．へ

・子どもは圖険を好む

　ので1

現在都会において喪

われている1ものを取

り戻す勘1こ』1辮

　・ぎ勘疹・
・危険か ら勘を守るこ㌃

と「をおぼえる
』　、■　．”r・

．冒険的な票素は子ど1

も轍求騒 ところ☆
、であり．嵐1薫れによわ，　　　　ρ　　、ゴ

㌦’て勇無，蝉さ諏一1

立心を培う臣

眉険的な遊びは子ど

もの一番好むヒ とで

あるから 、』・各児のオ能を開発

IL・ 勇気擁うがら

黙勘本質触もの
、を助長する、

「・都余硯灘大自然‘一。　　　－　碑姻険を郵知

・喰いカ、ら 、。：

9・

rから

　　　、　　”
　　　　　　・、

、

二　　写　　

理由

・子どもに遊びを選択

させられ

・子ども達Q社交の場・1

　を上から区分する必．

r要はなヤ・11

・区分ずるごとにより一

遊がを限定虞しま

・御関係力笹きてよ

い一
能力ビ応じた遊び方　　　「7　、　

　を工夫させるために
1も区分め必要はない

・大人が区分：しなくて

も子ども自身が自分

に適した遊びを選択

くの体験ができる

人間蘭係｛社会悔を
培うためにも区分し　　　　、〆ては“けない

他の窪嫡機闘（幼稚

園、 保育園、小・中

学校）では年令別の

生活が多いのだから

　・華び場璽争全飾寧分謄？ヤ）酌…
・．

趨が魏範辱よ契分瞳潜よ～’か逼・う坤

に規て1は、，岬御寧棟1日本畷否半哲励～・

繭本吻趣殴騨勲しという意見がか勅釧
ように、その意見ほ分れていたが、全体からみると区分

の必要なし乏いう もりが多かづた。　 1、L・ト1：・＿　．

　区分した方溝よい という意見の理由・どしてば、．遊びの

内容が年令によづて違うからと、・遊びの内容に’よづて遊

び揚を区分す．るのは当然だ とする意見やカの強い者に遊

び場を
と．られてしまうからとかぐ年令の違うもの同志が

騰黛と危険を轡轡rll饗警
　また、分ける必要なしとする理宙としてはζ 子ども達

から遊びの選択権を奪らてしまうから必要な しとする意

見や奪遊びが同年令の仲間だけのものに偏りでいるき・ら

かの潜る現在こうむた所だけでもいわゆる縦の関係の遊

びを懲せた方がよい、rそのためには年令区分が ない方が

望裳じいぐとい（う・ような意見がみられたよ

　．．この揚合、…必要あり’とする老の意見にもぐ必要なセと

凍自本

　　　束“、 日 本

　　・子どもは圖険を好む

　　　ので1
必　　・現在都会において喪

　　　われている庵のを取　』

要　 り戻す拝猷こ』㌧辮』、レ

　　 ・鞭的・．・聯な嬢．㌃

と、輔麺肇酵す
　　　瓜ぎる粧 ら・

’二、

すt・［・1脚暢轡計
　、 モ’ ζを駒凋ネ：為
る㌧

1ε．騰瞬螺好ξ1
　　　 も卿零鱒

とヒろ・r、

理．、艶外趣に勘
由t、潭講畢轡

　　、r：。肩然砕帰う、塵遡〉㌧．

酋日本．卜計』

．、
〆旦7；・ぐ本、

♂冒険的な遊びは子ど

　もの一番妊むヒ とで

　あるから

・各児の才：能を開発

・し、 躯蝉，猶ら
林助岬的齢の
．を助長する、

ご

斎軽傘り昇童瞳大自然

の中岬険を全鯉
1∫らな》力癖 、　：・・

・兜鱗ゆ・隊ゑ
rから

、』 〉

不理
要由
と．
す．』

る』し

（この項を選択しだ≧

者はなし）

　　　　　　　 ミ㌧・Ψ

ズ（ごめ項を選択し饗

者は2・名いたが、具

；、体頃塗理申P記述曙

なかつ顕〉一』 …蘭

鰍内の遊び騨鰍醸覇鞭か否寿始ヤ1窩
庄倒的に必要であるとする老が多く、不要とす為者瞳極

1く僅かであるよつま穿児童厚生景の殆～どは遊び揖には

鰍的要素が必要と舜いるわけであ靱不甦する僅

か鰭見の者め不要融糎由に？ヤ・ても鶴ぎりした

もめは1な1くその根拠は極めて薄弱である6 膜ぐゴ、メ 』』・

て』 ←方冒険的要素を必要淫する理由にはぐ子ξ も稼本辛

冒険的な遊びを好むも、のであ1る と1しぐ子どもは岡険的な1

遊びを本能的に好唖す1紬の恕子ど・もの積醗獅

気 、夢などを育てるためには冒険的な遊びが必要雫ある

というように冒険的遊びに教育的意味を持たせうも脅浮．

ある5いずれにしても遊びの中に冒除的要素を求めう・も

のは非常に多い。、㌦　
、，・

「・

｝r ㌧㌧［河、 1、ハでト．』ぐ．粋

一257一
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　・ 宿泊施設について

　子ども連を宿泊させて遊ばせたり、生活訓繰したりす

ることが総合児童厚生施設の中で行われる必要がある

か、ということについてきいてみたわけであるが、この

場合宿泊施設を必要とする者が非常に多く、不要とする

者は極めて僅かであるo

　宿泊施設を不要とする理由としては、児童には宿泊は

無理であるというものや、そうしたことは別の施設を利

用すればよい、というものがある。

　　　第妬衰　宿泊施設設置の必要性について

陣本1西咽計

第9集

ように派手な商業主義によって巌された各地の行楽地な

どとは全く違っ た、健全な雰囲気を持つ場としての総合

児童厚生施設を期待しているのであろう。

　・ 研修施設について

　職員の研修施設については、東日本、西日本とも必要

とするものが多く、それを不要とするものは少ない。し

かし、この揚合は束日本に必要とするものが多く、西日

木の場合はそれを必要とする者が少ないというような違

いがみられたo

イ』宿泊施設は必要

ロ，宿泊施設は不要

ハ，無回答

必

要

と

す

る

理

由

不理
要由
と
す
る

60

8
5

東　　日　　本

・集団生活、社会生活

　を身につけるのに役

　立つ

・施設を最大限に利用

　するため

・小学校の高学年以上

　になると林間指導、

　キャンブなどを希望

　するケースが多いの

　で是非とも必嬰であ

　る

・県外など遠距離から

　の来園者に便宜を図

　るため

・児童の宿泊には多少

無理がある

・別ゆ施設を利用すれ

ぱよい

西　　日　　本

・集団生活を体験させ

　るため

・合宿訓練のため

・子どもだけのグルー

　ブで宿泊し、連帯感、

仲間意、識などを養う

　のに適している

・家庭では味えないこ

　とを体験できる

・家族揃ってのんびり

過すためにも必要

・遠方よりの来園者の

ために

・下校時に立ち寄るこ

とができるから不要

　是非必要であうとする理由には、集団生活、社会生活

に必要なものを身につけさせるため集団で宿泊すること

はよいというものや、遠くから来園する者のために宿泊

施設は必要であるというような意見が多い。集団で合宿

する遜‘は、家庭での生活の中では得られぬ多くの貴重な

経験を得ることが可能なわけである。最近の子ども達に

欠けている連帯感を養い、仲間意識を育てるには確かに

宿泊施識を利凧してのキャンブ生活などは極めて効果的

に働く ことが考えられる5その点を多くの職員も認めて

いるわけ9である。 また、家族で利用する場合にも宿泊設

儲があった方がよい、とする意見もみられたが、現在の

第16表　職員研修施設の設置について，

東日本 西日本 計

イ，職員研修施設は必要

，職員研修施設は不要

．無回答

21

5

29

14

50

49

東　　日　　本 1西日本
・職員の質の向上と交

を図るために必要

その場で子ど「も達と

しながら研修がで

るの嫉よいことで

る

　　　　　　　　『他の施設職員との交

の場として、

同じ遊び場を通して

も達により深い理

を持てる

遊具や設傭を直接目

しながらの研修は

炉ある

全国的な研修施設が

いので

不理 ・他の施設（福祉セン

」など）を潤用す

ばよい

・他の施設を利用すれ

ばよい

・子ども達だけの遊ぴ

として使いたい

　研修施設を必要とする理由には、 職員の質の向上を図
るため、一 員間の交流を深めるため、職場で子ども達と

じかに接しなガら突習できるから、というような意見が

多い。確かに従来、ややもすれば児童厚生員の研修の機

会は少なく、その内容も貧しかったことは事実であり、

施設を利用した充実した研修ができるとしたら、それに

は大ぎな期待がもてよう。

　・　屋内施設に必要なもの

　屋内施設としてはどのようなものが考えられるか、と

いうと、東日本、西日本に最も多かったのは図露室であ

った。次に多かったの腺、東日本の場合は卓球施設、・西

日本の場合はホールであった。その他、音楽窯、映写室、

体育館、図工作室などを挙げるものが多かうた。職員達

のこうした屋内施設についての要求を総合してみると、

一258一
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第17衷一・屋内施設として設置すべきもの

　　　　1
東 ・日「戸 ・本

1　位
2
3
4
5一

6

マ

その他

図題｝r 室
rl

卓球台一
！映写室、視聴覚室・ r＼

ボ遍ノレでズテ」ジ付〉㌧lr

音楽室（楽羅を含む）1ド

体 育へ鋸、 ぐ 』、、

談語室y 休憩室

1〔”

（9ア
（8〉：

（5）

鵯1（3）

1（3）

」（2〉

（2〉』』

運動難具（々引トぐ跳箱ぐ ドラシ於グシ、平均

台etC，）資料室、食堂、研修室、遊戯室

＼』 、ご《酒二1　
〆

日’

図盤r1室』 　　　　q弓）、』
ごボ」ルてスデ」ジ付）・ 　　　　　　て15）・・

音楽霊〈楽器類を含む） 　　　　〆　・（12〉ら

卓球台　　　　　　 て11）㌧

談話室、休憩室　　　　　　　　rい　 ；〈9ン 1

、』図工＝作 室 し己　　　　　　　　　　　　　　　　　、 1（プ8〉

1遊：戯・室 〆・』、1
ア、，1くノ ’　　　』 ・（・8）

』』体育館｛映写室～視聴覚室ぐ1プ“ゆ、喧展禾室、

喰堂二’諭季、1美磁ジ』以』 ㌧域 ン

※ （） 内の数字は爽数を丞すもρである。・

第18表　野球場などの設置について1’東日本　西日本　　 計

　　野球場などの設備はイ・必要

14 31 45

　　野球場などの設備はロキ不要

14 11 　25m♪

ハ．無園答 1 2　 i3
YP

．叉y

東　』日、　本

必

要

と

す

る

理／、

・由

。多人数ぞ利用ヂき為

場所として設嘩無
一む※・ 一諒

。賑サ．力謎醤

きる広吻卵瞬
いカ㍉ら｝・』・ 　1

・子ども達の要求が非

常た強いから

不

要

と

す

る

理・

＝、由、

、日　本

琶都会には野球やサッ

き　カーができる設備が

一一 ・と・んrどなぬカゆら

翌総合的な子どもの施
’ず・

、鯉柔いう構想ならば

　当然設置すべきであ

　る〆冨1’．

　　　「ケ，
。地域の二勇ニド

・屋外で伸び鍾参と運

　動できるグラウ（ジ ド

　が欲しい

』
体育く不ポ1一ツ）輝

　設は他L設けるべぎ

　 であり、 当該施設セ
・』 町能な限り自然直』r

　近い状態を保づ鱒ぎl　r

　である
・ 他の施設 （たとえば1チ

、学棟の、グ了ラ．ウ＝γ1ド）

遭利罵すれに志いぐぼ・

3．準7ル塑飛んできて

　小さい子どもに危険

　だから

　』場胤鳶1≧りすぎる、

儂轡利眺
　ら＝そのために特牙Ijに設一／

　　置 じな ぐても、 ちょ

一r

らとした広楊があれ・

　．♪ば十分である

汀．一？ 危険を伴う・カ）ら1』、1 5、

1’これは当然のこと増はあるが」文化的なものと体育スポ

ーツ関係の種類の両者を必要とし、その要求する施設の

種類はかなり多種にわた？ている・

　・　野球場、サッカー場の必要｛生について．．
、

　　　　　　　　　 r一マ… 戸喬
」・1・ ’

　　　今
　野球場やサッカー揚の如ぎ大型のズ宗一ツ施設の必要

性については、束日本の場合は賛否半ば／しているが、！西

旧本の場合は、必要とするものが過単数を占めている。

こう：1した施設を何故必要乏するかぐtにつ』！・てみるとξ東

日本の場合はく・多人数で利用できる揚所＝として必要であ

’る∫どする意見やく・サ、ッカ層や野球ができる場所が他では

求め られな．くな・らOて いるカ・ち必要であるぐと馬・・う1ような

理由をあげる者が多∫い。：これは束旧本の場合も同様であ

：るじ ∫ ＼
1ゴy、1』　 』11‘1 　　1’ 』：』』茸㌧‘▽六1・・！．一一

・：1÷・方不要ぐあるとする理由とし1てを審、そうした施設は

他の体蒋施設の中に置くべきであって敢えて総合児童厚

生施設の中rに置く必要はないぐというまうにく 施設の機

能上必ずし も置く必要がない とする意見やく：．そめ安全性

が確保し難いからとζ危険の多㌧・ごとを理由に不要ξす

る者：もいるo、．一　　　＼　　　　 ミ 』’ 一： 、：い瓦 冠・i軒

　・　その他の意見　 』』　 』 　』”r”く図　r’坑γ

　「①僧理者、』スタッフめ構成、機能1ヒづいてめ意見

　．総合児童厚生施設の管理者い スタッラについでは訟専

在のζ 専門の激育を受けた有能な男子め職員を適当な数

配置ナる必要があるというように、導門性について一め注

文が多かラた。「 　　㌧　　　r：・〆二』㌧『…

　ま た、施設の建設に関しては、最初の計画の段階か．ら㍉

，建設添運営上」貫した方針のもとに各分野の人異の協力

の慰むになざれる忍とが必要で漸りぐ従来の如1くぐ建設

．の計画立案な［どに厚生員の如き現場の専門家の意見が反

映されることの少なかったこ・とを詠えた慰見が多1ぐみら

れた。　　　　　　　　　 、
ミ：i ：恩　1一［『r
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　②　運営について

　最も大礁なことは、その運営が子どもを中心に行われ

ることである、とする意見が多く、施設の側の都合によ

って子ども達の要求が無視されることのないように望む

声が強塑った。そして、各分野の人々疹わ凄る運営委員・、

会が組織され、民主的、能率的な運営がなされねばなら

な㌧》としている。

　③　設傭について

　施設の設備については、自然型を考える人は当然、道

県類などの施設を軽視する傾向が強く、子ども自身が自

由に佼え為ものが欲しいと訴えてヤ・瀕。 このことは遊具

だけでなく、体育施設や文化的欺施設に》？いても同じこ

とがいえるゴ

　そして、宿泊施設や一部の文化的施設については立派

なものが欲しいが、できるだけ子ども中心のものであり、

自然に近いものがよい、という意見が多かった。

　④　地域との関係について

　地域との結びつきについては、．施設が大きくなれば当

然狭い地元の地域との結ぴつきのみを考えることは無理

であり、広域的立場から地域と施設との関係を考え る必

要があるとする意見が多かったが、地元の人々との関係

もやはり重視せねばならぬとV｛う意見もみられ、総合児

童厚生施設の性格の複雑さ がうかがわれる。

皿　総合児童厚生施設の標準的設備及び機能についての構想

及びモデルプランにっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本田5郎・加川浩．・杉尾邦江・福島和夫

》

1）　標準的施設の内容

ユ． 必要施設の体系的分類 ！

　総合児童厚生施設は吋、その機能的側面からみると、利

用する児童の自主的な活動を重視するものから、親ある

いは指導者の児童に対する推導を重視するものに至るま

でその施設内容は多種多様に考えられる。また、施設設

備の面からみると、その広大な敷地の中でも、積極的に

自然を生かしたものか ら、かなり人工的な施設に至るま

で、いろいろの段階があるoこれらは、当然のことなが

ら、地域によづて児童や親のiFズが異なり、また立地

条件によら．て．も自然の利用の仕方は大いに異なるもので

あるが、 ：こ こでは、一般的にみた総合児産厚生施設のモ

デル的な施設設備について分類し提示することにした。

　上記の総合児童厚生施設の機能面と、施設設備面から

の見方を整理すると以下の図に示すように（i）～（四）ま

で四つの象現に分類されるo（第1図参照）

　すなわち、（自主性）と、 （自然）とで構成される中には、

自然環覧を主体とした環境施設と野外を中心とした活動

施設が、（自主性）と，〈人工）とで構成される中には、装

置をもづた活動施設が、（指導性）と（自然）とで構成さ

れる中には、野外の指導、観察施設がそれぞれ考えられ

る。

、総合児童摩生施設は、 このように、活動施設、指導施

設、、環境施設七管理施設の四つの施設群が、総合的に旦

つ機能的に整備されている必要があり、以下にこれら施

設の内容について列記する。・

　〔1－1　活動施設〕

第1図

α暢　窪　評9

　　　　　　　　　　　　　　　　（自然）　（人工）
　　　　　　　 試、・

　　　　轡触
　　試　　霧　　駕
（皿）曽　　蓬　　恐〉、

　α）共用広場

　多勢で集い遊ぶことができる広がりをもった広揚で、

各種の野外ゲームや休憩、戸外飲食などを通じて、健全

な人間関係の助長をはかると共に、特別な催帯や渠会、

展示などの企画ができる中心的な場所で、相当大規模な

もの。（自由広場、芝生広場、入口広場、中央広場など）

　また、小グル週ブや家族単位で、休憩、団らんができ

る小規模なもめも随所に設けると効果的であり、こ4）場

合は、プレイテーブルやベソチ～・生垣などによる区画が

あった方がよいo（ファミリースポット、一ビク菖ック広

場など）

　（司遊戯広場

伽
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1いわゆる児童遊園である』が、総合卑童厚隼施設の場合

は、単に圃定遊具を配置しただけでなぐ、周辺施殺との

つながりを考慮した、総合的な効果が鰭されるので・

数種類㊨ ものを機能的に分けて配置す〆き1であろうづ・ こ

の内容は概略以下の二つに分けられ る。 洗㌧ 、1． 」一’ 1
一つは児童が利用できるかたちの自然を主な票撰

して構成されたものであり、，同時に家族単位でも遊べる

、レ
ぞ。リ瓢rショシ！の要素を兼ね備えたもの孤ジャブジャ

ブ池、渓流、ロッククライミング、τ木登1り秘ヒマネノレド

探険コース、イ カダ遊びなど）

　門つは、1やや人工的な装置欝と1して構成され1たもめ

で、 この場合の遊臭はく単体としての機能よ りメむしろ、

広場全体が遊具装置となるよう・なもゆであるる（巨大連線

遊長 大ク1レ朔鳳
巨大プレイウォヤ．ルと迷路など）

　 をテ 装　置』一

1遊具鞭類は、・年令に論てその対象とする範囲力豊降

定されがちであるのでぐ必然的に年令区分がざれてく

る。従って、これら装置類を設置する場合は、幼児用ゾ

ーンと少年用ゾーンをゾーニシグで分けて計画的に配置

する必要があろう。しかしながらこれら年令層のタテの

コ、ミュ昌グイ ショ1ソの揚も必要不 可欠であるので、 この

種の蝦ユニケイショソ広場を中心に各ゾ廿ンを設け

ると効果的であるo・』　・　一　』読 二
『）』・』

r

　また、遊具装置は、児童にとって必要欠くボからざる

難である残．．次鵬遊び醗展させ・持続さ樋も

．のなのでく単嗜疑製遊具を無策意に単葵る のでなく、1 そ

熟ぞれの遊某のもつ特性を考慮シて機能的に母置しなけ

ればな瞬》P同時に、そ螺杁．、色彩な ど姻辺り環

嶽件樽財す砿、賭慮趣姻れ1諏らない・一
　さらに～ 遊具装置類Φもφ機能からこ匙らは次の3種

類に、大別さ募るづ ㍉

』．一
はダ体ヵの増進やく平衡感覚、敏捷性な どの基礎

的能力を開発することを‡な泪的と、した動的な遊具矯あ

る。

　一つは情操を豊かにし、創造力を養 う；零を層的、とし

囎的雛即・．磯や・。ブ謄躯ツ㌧ブ叫テー
フγヒなξで訪為直

　一つは、必ずしも総合児童厚生施設の准がで設ける必

要昧な い痘㌔、 より活動的な動く韓置を誰け・ 児章輿かわ

趣繰作す葬≧に論て遊融力篭転潭脈騨
　感なども養うことを目的とした、交通公園的なもΦであ

観，藁醐令の禅灘は 維鰍管顧で灘ξしっ

妙堕紳腰騨悩り悪・ナ邪姉り点鰭臥
　しなければなるまい。　　　　　　　　　 」 』r 1一ら

　ω　運動施設

総合児聾生鰍麟け硯購謝・いわゆる騨
スポー7活動用と．しての重規の堪椿に食ったも4〉韓必要

激く、・あくまでぐ野外の遊びを主体とした《場㊨一っと　、

して設けられるべきであり、対象とする年令罵摂庫喚こ

とと、家族ぐるみで遊べるために」二摂略吹の』3種類町大

別さ1れ尋ず
．．、

　』一っば．ボールゲ［みや運動会などト．多目的に和用さ

・れ為た夢の、やや平場な芝隼4）運動広場であ拳63∫（球技

痙場、』運動広場なぎ） 』∵1』』r．忌 一　 ∴’㍗ 』・

　一つは、水面やスケートをして遊タ秘 の寒．これも

正規のヲーノゆ必妻臆く、む頃恥麺礪く』嘩

，沸的紬りが騨纏る？、（府、～レ《． スグ蝕獅 ど）

　一ρ腿、以上ぞ？㌘面尊な塵や、をも．っ丸杢4）で塗

、くさ 多少ゆ起徐りあ為。綜的な連動彬課であ為2（アヲノγ

㍗不
サ、イ、刎 咳マ・7スなξ）

　㈱∵』児童館’・』∵気ミ、・ご　
、、

』ヂ1、・ ｝rい・｝ド ・’

玲幽．ア．／・伽卜・羅礎．るね齢髄厚蝉騨
，零ける屋内活動施設の鯵要匙に㍉明確燈瞳な魅》が、、 これ

からの児童や親の側がらゆ等、下ズを考え祉渥陣設・

をより効果的磯鰹髄ζ，と秘喪と脅焼滴ρ、
でぐ子ども会やく地域ご≧ρ条種軌子ぎもグル7睦を主

姻嗣鋤し、地域翻曝靴す紘藍文化腰
素の高い施設として設置すボ．ぎであろうδll ド．lll』・Y

　 必要と考え られ1る機能は、．次のようなものがあげられ、

る。

　　i 情操、．創作　．、 ド』 』』1』1』　』　・．：し1、』ミrl

　　やや麟性、教育性のあるもので、．章楽歩ツレ｝ 図

』欄季rル、、客騨糎サー遇工御7ナ鰍1酵
　で、 いず募も野外施設との関連を重視レな1財鞄球塗ら

』な％、べ麟諏卸麟者・リ ザゆミ腰拷え ら

　れる。　　　 　、気　　 　　　　　　　 』’』 ［’瓢

　　五　室内遊戯
　、、．、1多、貝的な室内魁ル、墜内遊戯室嚥か特に乳児を

、対象とし畑鯉弛鋤繊どを謝諏庭驚き
　な喚室内遊戯、 組み立て遊びなどがでぎる零うにする

　　と効果的であろう。　　　　　　酎　 1ゴ　　r」．
㌧、．

　　垣　休憩、団らん　　　　　　1』・，．曳』、∫ll㌣　蛍

　　塑ダごと鱗会室・・「クラ穆謎寒肝㌘な
ぐ1 ξ。．』 、i『1』一 　　 一∵㌧　「1ゴi 一』i』』 トr 一「ト義』☆1ド

、．〔・1、顛2 二騨施設〕 」、’』

日纏
1心 二‘ きだ

　（イ）工作指導施設・　 　　　　　　　 』憤．∫♪
駈1

　　腿舶分、酬作し、自分唾で鯵雛拙す紅
　芸の遊びがでぎるための施設で、、親も参卸怨き経家鋒全

　体を対象にす為瞬勘～ 1児牽がそ麹ぞ恥作ヤ木樺型浮実際

に動かせ楊でもある・　　　携1、幡ll ｝湧∵ f、

・一
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　従って、 らくやきなどの施設設傭や、木片、ブロック

　などの廃品の倉庫などが必要となる。（らくやきコ」ナ

　ー、ねんど細工、木工作、ガラクタ広揚、池つきの模型

広揚など）

　（ロ）宿泊指導施設

　児童のうちから野外に親しみ、原始的生活を体験する

　ことにより、自然界の法則や、団体訓練としての規則や

任務分担などを養うことを目的とするもので、児童のグ

ループ単位で利用することを原則とすべきである。（キ

　ヤソブ訓練場、ロッジなど）

　を9　指導者講習施設

　遊具は勿論、児産心理、保育学など、児童の日常生活

　と準びに関する専門分野では、それぞれの研究が進んで

いるが、これらの研究開発の成果を実際に活用できる揚

は、極く限られている。総合児壷厚生施設では、このよ

　うな機会を常に用意することによって、より実証的な研

究を進めることができるこξと、その成果による施設装

置の普及、改善をはかることができる。これは、各地域

にある児童厚生施設の活動の指導にもつながるもので、

総合児童厚生施設の重要な機能の一つと考えられる。

　同時に、今後各地域に設置されようとしているこの種

の総合児童厚生施設にたずさわる人々の意見交換の揚と

して活用されることも意義があろう。

　呉体的には次のような機能が必要となろう。

　i　誹習施設

　　各種会議室、研究室、相談室など

　五　実習施設

　　新鰍・巨大遊欺どの既、轄、普及及び騨
　を行う施設。

　　児童の遊びのリーダーづくり、 指導者の育成のため

　の施設。

　血　宿泊施設

　　指導者講習施設の一環として特に必要がある場合に

　設ける。場合によっては、敷地外に設けることもよ

　いo

　〔1－3環鏡施設〕
　（イ）　　自然環擁施設

　植物、動物など、できるだけ自然生態に近いかたちで

児童のために用意し、自然を知り、生き物を大切にする

心を育てる目的とする施設で、観察や鑑賞を目的とする

ものも含む。

　O　その主な内容は次のようなものが考えられる。

　i　動物広場

　牧場、小動物広場、 乗馬場、野鳥の森など

　並　植物広場

第9集

　　　自然生態の森、植生の群落、並木道、ファミリー農

　　園、花畑など

　　面　水　辺

　　大きな水面、水鳥、サンクチュアリー、渉…流など1

　　（口）修景施設

　　自然環擁施設に比べ、やや目的をはっきりさせだ人工

　的な手を加えた施設で、施設全体のボイントとなる重要

　なものである。これは、概略以下のような三つの機能を

　もった施設が考えられる。

　　i　誘滋、敵策施設

　　各施設を相互に連絡し、快適に徒歩連絡し目的地ま

　 で誘導する園路と、特に目的がなく、自由に散策ので

　きる周遊路との2種類が必要である。

　　いずれの場合も、管理用の道路（管理用、救急用の

　自動車が通行できるもの）とは区分することが理想

　で、園路は自由に歩きながら、その視野の変化や、 橋

　やトンネルなどの構築物で特色をもたせ、位置をわか

　りやすく印象づける工夫が大切である。

　五　休養施設

　　休憩舎、ベンチ、テーブル、シェルターなど。

　　水飲場、便所、案内所などを併設する場合もある。

　通　点景施設

　　花壇、噴水、彫刻、7ラッグポールなど　一

　内　遮断施設

　児童の遊びの施設が集中して総合的に設置される程、

これらの空間は周辺の環箋条件から十分保護されねばな

らない。特に、野外施設を中心として、良好な自然環境

を保持するためには、敷地境界としての塀や柵だけでな

しに、一定の幅の区域を、遮断用の緑地としてバッファ

ーゾーソを設ける必要がある。従ってこの区域は、でき

るだけ人が立ち入れないようにすることが必要となるた

め、立地条件によって、周辺隣接地域がどのような種類

の施設であるカ・も重要な問題となる。

　〔1－4　管理施設〕

　け）管理事務所

受付・～脇鼠園鰹、応接室の他、守衛、当直室、

など総合児童厚生施設全体の管理運営上の必要最少限度

の施設とする。

　裳た、ここには、施設全体の用排水、電力、放送忌消

吻設備などの集中コントロール機能をも含めることが望

ましい。

　また、立地条件にもよるが、関連施設として、職員住

宅なども敷地外の適当な用地に設けることも検討しなけ

ればならない。

　（口）倉　庫
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高橋他＝総合児童厚生施設の標準的設備友び機能に関する研究

　施設すべての保守、管理、営繕機能ほk極力自前で早

急にできることが望ましいの凧これらに必要な蓼材、

各種備品のストラク、余備を確保するために、相当規模

の倉庫が必要である。

マ9警僻救急施設　　　　　　　、
，

F、

　警備｛消火、救急装置を機械設備として完備すること

醒想であ墾この鵬篤繊曙察籔 灘署じ
救急病院などの関係各方面ξの拓ット望r、ク1を組んでお

くことが欠かせない。

　鱒基盤設備

　i給排水設備
　　上下水道設備、≠ミ処理設備などの都市基盤設備の

　整備が遅れている地域も多ひのでぐこれらは、都市計

一嚇獅一環として融弊華鍵亀硯力鮒と
　なる。

　　しかし、上水については、利用変動が激しくなるの

1：1でく受水槽を専用に瞭げ各施課（鄭水することが望ま

　しい。

　　またゴミ処理はく地区内で一次処理まで済ま煙為よ』．

　うにすべぎである。

　顛電気設備

　　各種ポソブ類の動力と、放送、1電話設備が重要でぐlr

　照明設備は、夜問開園をしない限り、．防犯用似外には

　あまり重視しなくてよい。

　・ただし、危険防止と、美槻上か ら、配線は全て地下

　埋設ケーブルとすべきであるg．

　㈱　サービス施設

　i　便所
　　1ヵ所当 りの便器数はできるだけ少くし、r設置個漸

　数を多くし、多数を分散して配置する方がよい。

　　ま痙1すべてに浄化槽と点棟ピットを設け、 常に衛1

生的にして挙くことが重要で、さらに、ブ1「スはξでき，1

　るだけ広1くとり、便器や金具類はいたずらざれたりk

　取りはずされたりされないよう詳細設計も重要であ11

　るo
l駈 1案内所、1医務室

　で、随所に案内所を設ける必要がある。

　血　預り所、貸出所．

　　荷物や貴重品の預り所の他、各施設に、必要k応じ

　て》ボール類き ネット、β一ブ類などの遊具を貸し出

　ざせる施設が必要となる。

　iv　売店、食堂

　　　商業遊園地ではないので、必要最少限度のものに止

　　めるべきであるo　　　　 　 ・、

　　　ほ塗に、本呑場や、犀洗ヤ・％などは随所に設ける必

　　野昂5
　　マ』鱒場．IY「

　　　立地条件、交通条件によってその規模ぱ異なるが、

’　利用が集中しやナいめぞ｛黍畢斎こつ挺“ま†分検討さ

　　・纏せれば嬉凝9．
　　2．　標準規模の検討
　　　　　ヤ　　ヤ　　ドヤ　　

　　』本確で賦総和．師入の肪琳財ゆける

細輝厚螂瞬 レ1 鱒飾φ臆（4才畷才）、
　すべてを利用対象とするものとした。この場合、施設の

締脚御興鯵琉碑庫し燐嬬騨に
孝．舜噛性姓か・頃麟璽べきであるδ㍑では

　これらの地域特性に》帆＼ては除いた標準的モデルとして

　検討さ塵ズいうσ ・、、．く こ宍

、〔2づ・声郷麹騨騨働　1・． …r・t
　　敷地4）立地条件（母都市疹らの距離や交通施設の条件、

　及び敷地周辺の土地利用条件など）や、敷地形状（植生、

　地質などの自然生態的条件U及び地形の起伏、1傾斜塗ど

　の地形条件、ざらにミ敷地全体ゐまとまりのある形状な

…rど麺漏頑体的に瞬麹丞ここで1ま・串らが

　一応理想的な条件にあるものとして、前述の主要施設に

ついてその概略嘩隣騨し、・以下嘩哩と・くま と

1められ鵡：r

　　〔2－2全体施設麻彌密度〕

　　④・利耶人FIの馨定1 』 モ．、

　　離稠和の嘩鴫総髄雌生鰍9利麗
．』織地瞬嘩蜘も熊隣すると粛砿索擁

ら極。（鶴黙曙鱒ラ府県からも来園するζ
1 とが考えられる）

11

』1　　、、／1錘夢2論．庵れ 』∵’y㌧
　　　　　　　　　　　　1一郷
β　　　P； 潜脊到馬人導’ （年同緯計）

　　　・P路＝当該地送からめ到達時間距離別の夜間総入口

、、α・ 騨麟助騨瞬人山と占踊弊

』．☆繍㌶慧轡
　　総食児灘厚隼雄誰1洪い鞄塚Φ誰れにでも、少しでも多

　く璽児童に利叩さ胞るよ うな易斯に設ける必要があ挙g

l　l今回のアシケ」 ト調査り結果湊らみると、 饒設め総合児

　童厚生施設では、到達時間が1時間前後の地域からの来

　園者が最も多いこと、またこの種の施設め立地につ㌔ ・

　て、都市の近郊を望んでいる父兄が最も多いことなどか
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第19表主要’施設の標準規模
施設区分

ω

活’

α）共用広場

適 要

動

施

設

（21

指

轟

施

設

（31

環

境

施

設

㈲

管

理

施

設

○自由広場、芝生広場（平均3ha以上）

中央広場、入口広揚（合計3ha以上）

ファ革リ「ス蕾ッ辰ピク晶ック広場（1ヵ所50ぜ程度）

7．00　　　一規模なものは不要

用地規模建築規模
　ha 　　 ㎡

（ロ）遊戯広場
○麺児ゾーン、：少年ズrン、コミュ晶ケイション広場でセットされる必要
　がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．50

0数カ所に分けて設殿レ、 中に装置類を設ける。（1ヵ所0．5～0．8ha）

内運動施設

○運動広場》球技広場（合計2～2．5ha）

○ブール、スケート揚（合計1．5～2ha）

Qマヲソンコー入サイ妙ゾコース（各延長1．馳3km）
4．50　　　　300

　　更衣室など

◎児産館
q建物は原則として平家建が望ましいが、室内球技などもでき るよ、うな大

き継一ル（耕嘱いもの）があるとよい・　　　　　0．5。　島500
0建物周辺の広場も、室内と一体的に利用することが多いめで、建物の一
　部として整備される必要がある。

α）工作指導

　施設

Q模型広場、ガラクタ広場よらくやきコーナーくなど

Oこれらは模型飛行機、船などのテストもできるような広場と、ねんど、
紙ギ木片欺どによる手工芸用の広場、倉庫が必要である。

1．50　　　　　1，000

（・陥泊指導

施設

○キャシブ訓練場』（テソトで150～200人収容）

○野営場、 野外集会易

○炊礁場、 便所く倉庫など

○場合によ？ては、、テントでなく林間学校形式による団体宿泊訓練を考え
　てもよい。

1，50
800

㊦指導者講
　習施設

○講習施設∫

O実習施設、広揚
○以上の他に、場合により指導者講習施設の一部としての宿泊施設を併設　　　1・50
　する4とも考えられる。

1，500

臼泊然環境
　施設

○動物広場
　牧揚、小動物広場欺どを含める（合計2ha以上）
○植物広揚
植物の自然生態が観察できる程度にまとまっなもの。およびファミリー

　農園や花畑なども含む。’（合計2ha以上）

o水辺水面は広ければ広い程よい。（約3ha程度）

7．00

○園路、休養施設（小規模のもの）点景施設など
○各種の広場や装雌の中にも計画的に配聡する必要があるρ

大規模なも

のは不要

（ロ）修景施設
6．00

の遮断施設

臼）管理事務、

　所

Q騰の特監よ って黙るが激魍辺か繍以上罐断観と』して
、5』。。1

保存する必要勘る・　　　　　　　　　　　1
Q車庫（機械…豊を含める）
○守衛盛を分雌した場合は、撫務所は出入口付近にある必要昧ない 0．50　　　1，000

合

（・》サーぐス

施設

O便所（1ヵ所当り20便盟程度が限界、全体には25カ所程度に分敵する挙要がある）○案内所く医務室、預り所、貸出し所（各施設の必要箇所に設ける。医務　量は、管理嬢務所との連絡のよい所）O売店、’食堂（小規模でよい）

0．50

、㈲駐寧場
g立地条件により昇なるが、乗用車換算で600台以上は収容できることが　望ましい。

2．00

－

計

　　1
1，5001

5α。。い6。。1
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商橋他：総合児壷厚生施設め藤準的設備友び機能k関する研究

ら、！総合児童厚生施設はξヒのような条件め地域に多く

設置されていくことになろう。　　　、』ぜr9㌧」

　Pπ（時間距離別人口）は、鉄道や道路を利用 した場合

め到着時間別にみた｛その地区め総入口でい時間は30分

単位議で分割して いぐ庶い富1・｝ パ』ド∫・』一

　¢．（児童数の比率）は全国的な平均値ぞみおを、 4～

撫才ま でめ児血数の比率はぐおよそ141・5％経度 となって

いるが、詳細にはその地域の特性によっ七』r・多少め差が

ある。また、人口の年令欝成についてめ将来亭翻も台な

6七検討すべきであるる，～。

　鎚（来園者総数に肖め為児童堺外の比率）はく蔑設の

総合児童厚生施設でほ、ほぼ半数近ぐ漆大入そあ為乙・

、齢く年間来園向数）． は到達時闇帯鋼に異潅る老考えら

れ、ユ時間以内の地区でほ 2画以上気・ユ丸2時商め地区

で1回前後、2時閾以上の地区で1向以下ど・考えられ

る8』『』　　r・』 ，　 1 料㌔ ぎ』’r 1・」』二』、・11“一

　ここで、人口100万人の地方公共団体の場合ゆ、年間利

用者数を想定すると、以下のように考え、ぢ洞 る。ただ

し、時間距離別の変数は こ とで醸省略する。
∴1

’脳

　i　児童数の想定＝100万人×0・15＝15万入
ら’1

　五　引率者の想定＝児童と回数として』15万天 ：

　以上から年間延来園者数はさ紬め万大｝と想定される。

　（ロ）基盤施設め容猷』』

　基盤施設の容衰にしづい畑滋 最大め這正窺模を確保ナ

ベきである。そのためセごはざ』f日の最大適正来園者数を

規定する必要が冷る。1・

働鄭興鯛定醸群離3・万人の来鵬か
ら・1・

硝鞠輝舞箏す畜ど1総合腿駐鰍の
隅磁樋・1禰、鰍蘇守磁備の燐に休園と
すべきである）遊300日弱とずるどく1日平均で約1，000

ゆ瑚者靴なる・ 桑、し濟儲ll＝訪
堕セ諸り働脚では御鋤（饗ダ私蝕瀕

礁釈御㌘不ソ嘩廼ゾン嘩園典茎紳しや
鍾〉や蝉脚岬昧ど叫中なぢ力隊畷鱒
率を考寧し塗けれ曝ならない醒r翠的郵鱗、r菟や、客う な

騨が鱗唖5ないタう蘇聯冬ρ痩麹鰍、～ブ
ツレや孜沙婬） 攣脚ゆ・麺蝿礁鯛
民酵擁瞭嘩韻嶺 う些雛熱載桝
陣魁憾 既糎こρ勲鰍では賦昨中聯三、
ほぼ0．015ん0，020程度と考えられる。ずなわち、　工日最

大適正来園者はぐ””』

　　300，00人／年xO．017≠5，000人／日1…

乏なrり ぐゼー』ク時ば厳約5，σ06入／日φ来園者が茅想され

る5もちろんい開園問もな炉間やく特別の催琳を告らた

時は例外となるがく 開園後｝2、』窓年経過したあとめ」応

の定着期に入っ定赤1らのrピーク来園者ほ以上のように考

え嚇吸翠と騨聯麟季哩騨
鱒な雌に限牢さ擁：κ・

、・

　Lil・駐車揚　　 r

　　50q・人の内・鰭や燵鰯轡メ鴛利腕酵
醐q簸し・働、働郷団体・～聴乗騨碑隅

1瀕≧嘩す繊塾瑚騨！叩聯まζ弛
　　　5｝oog人×！0過0…3ゆop人1．“ 1♂“1、

　　郷車畔嚢遡15杢／魚秤界ヤ’る轡
．3を零・乗用車磁輿』＝｝窒一　

て’、』曇’ 畳
　　3ゆ00人÷3．5≒900台

，、，毒聯の嘩陣璃勅・・5回転と粥灘軸
　 数はビ　 　 　　　　　』．』 』　

一乙

　∴♪1900台÷1、5≒60q台1 ”　　　　　 　 　 乙

胞従らて駐寧場面積絵ミ9、

　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　600台×30㎡／台≒181000㎡： ：昌、．、

　となる。

　五給水量r」へで㌧・ 誉 瀦お

　　この脚聯奪・来購鉢当坪均（を壁ブ

騨も含あてン約嬉際』日騨要艶璽怯
　水量は・L　　　　．、∵ll

　　　属oop人〉似00♂／人ゼ臼』印Ot∠日※　＝，

　・、となり、、この他に、池、ヅrンレなど》別途に必要とな

・る砥界そ890栖即狽勉水力如琳轡
　要となる。

　 r’ 論ぐ消火南などめ確凍めため幹2ξ’3噛分あ受素1

・糟を設置しておく・必要砺紡ポ藤 ｛し

　血　排水且　 ・∵』； 三過菰菰詰（凱　ピ・・ 5　融㌧ へ

溺賜め渤麟惚鱒聯碕ゆぎ特響
・ ，灘酪鱒鰹㍉鱒鱗1難轡
　’象た汚永舞氷ほマ壬記め雨永錘水と分離1し七ミ設吟

　るべきであるが、周辺の下水処理施設の整備状況を考

　慮して、場合によりぞ当施叢恵角あ蠣醜設を設膏る

あと翻隷噸触llr』、

　・前記め標準施設φ規禽をき児童が利弟でぎ藩活動領域

ぢ瞬麟灘醜贈雛叫鯉噸
玩整財る≧麺蓑欲塵軸あら嫡1守．、

　また、主要な建築脅の施翠匿分ごとの撃さ》轡ま蟹略

第21衷のように考え』られ、・全体の建築物密度ほ、建べい

率2％程度紀正あゴるど齢遡ま’し臨『 Fい’♪ 』・

　 以上が らく！全体用地6うもぐ活動領域と非活動領域の

用地比は・願6； 確麟騰と考え亀樋ゼ、
　すなわち、仮りに工日平均1，000人の来園者とすれば、

・一一 65一’
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れも似たような重要度と考えぢれる。また、②運動広場、

⑧自然環境施設は、当該施設の中でも、他の施設とは、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　￥　、それ程強い関係は示していない。 い

　〔3r2　サブシステム〕

　前記紅示きれた施設相互あ関係曼トリヅクネ分析をも

とに、その全体関廉を図示すうと第3図のようになる。

8

9

1

第3図

2

3

5
4‘

6

7

（注）①自由広場②運動広場
　　③、 遊戯広場． ④児童嬉
　　⑤　工作指導施設u⑥．指導者講習施設

　　⑦宿泊指導施設⑧自然環塊施設
　　⑨修景施設

　・こ薮力・ら・緯舎堺童厚生姫講を特攣びけ為第4図のよ

う、ないくつかのサブシステムが構膿れる・、

　ω　罫ア財洛牙4

　　　　＿一 1 』　第4図 パ1

3

第5図

　　　G潮 く、

題iE㌧
夢銅・

一
《翻

（注）　A　芝生広場　B　幼児遊戯広揚

　　C』、亭ミゑ湯ケィション広場：賦

　　D　少年遊戯広場　E　ガラクタ疹勇 『．

　　F　模型広場　G　ねんど工作コーナー
　　a　修景施設（林苑地など）

8

　 ．第。6図
．巣

　・要＞』か3
9　　．rド

」、■『　　寸＼

　　　　　　　　
ir’

　　　　　1．戸　u

・5P

　厚　　2、

！’一　　　v！

　第7図

6

7

8

9

1

2

5
4

6

7

これに、輿由広場 と遊戯広場を中心に・工作指導施談

や修景施設に零．って相互が関連をもむ愛てあるシステム

で、総合児童摩生施設の中でも中心的な位置々占め為性

格が強い。一例を模式的に示すと、第5図のよう、に構想

される。

　（口）　ブレイシステム〈第6図）ゴ　、
，、

　これは、遊戯広場を中心として、児童館や脅種の指導

苑設との関係を賀つセナたも4〉で》 総倉児童厚生施設の最も

重要な機能を果すものと㌧・える己、同様にこれを模式で不

すと第7、図のよ．う、になろう6

　を 9』ラマドシろテみ（第8図）、

　これは共用犀場を中心として、牧場、池などの自然環

　　　　醜縫爽劉’・絵

　　　　　灘郵”

一㈲IA況麟，」βイ≒・ミータィショソ賜

＼∴1，ρ　幼児嘩戯広場ザp 少年遊戯広場》

、』翠羅聯』鷺瞭
　　 ．〆　 ・．『一ド

㌦＝》～尋［㌧、

－一
　　　　　ペ　　　　　ロ　　　ヂ
璽施設、及び修景施設で構成されるもので、土地の自然

条件などによって、その配置ぼ異なるがさできるだげ広

い伸び伸ぴとした空間をつくう出すことが重要である。

　←）サーキュレイションシステム　㌧ ρ・1
・メ

　各施設相互の連絡は、最短距離を要求する管理上Q動

綜以外は、 経路そ胞自身熊 』避ぜ㊨要素を獣？顕も爾で

．門267
”
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8

9

1

第8図

2

第22表

3

5

－＼、

4

6

、　　〆　　　7

構成される必要があり、模式化すると第9P図のように考

えられる。1

園　路

近道　　P‘

めい路晃蕩
トンネルー一』一一」㌢

　　　　　誇
欝殿』9㍉。

吊り僑ノ

　　第9図
主要施設

，

車廻し，ガレージ，

サービスヤード

取付道路

、橋

待避所，休憩所，

水飲場
・サイク・リングコース

ラン昌γグコース

管理用道賂

配線ケーブル
給排水本管

変電所
ボンブ室など

　　　　　　主要施設
〔3－3　モデノレプラン〕

ω立地蓼ブ別の簾一 △ 、乱、、

第1咽」』第2壊のと籾で輝磨

　　　 、ヤ ・』 　第10図

　　　　　　／＼．

　　　　　　　　　　　　備禰

　　　　　　　　　　　　　． ゐ紛）

　　　　　　　　　　　ヘニノ
』（切1一曇デルブラソ （第翼図）

2）管理問題

1． 管理機携について

総合児童厚生施設示、』主常に好ましい状態でく：しかも

立地
タイ 立地条件に闘する留意点 特色を秀たす球ぎ施設

○敷地規模が大きいこ ○都市公園、総合運動
⑧

と 公園などの要素も加

都 ○自然条件が良好で、 味する

市 保存が徹底している O都市内のオーブンス

こと ベース、緑地として
性　立

o使用可能部分が多い

こと　　　’

…の機熊も考慮する　　＼　　　’

地
○都市的設備が完傭レ．

やすいこと 一　■

○海浜、、洋が汚染され ○大規模な海浜を活用
③

ていないこと したもの（汐干がり、

海 ○水深、潮流などに大 海水浴、砂遊び）

浜
きな変化がなくマ安 Oボート、ヨットなど

全なこと の施設
性

○航踏、漁場などに支 O魚貝類の観察など
立 障なく、専用のレク

地
リェージョン海面が

とれること

O広域的な自然保存が ○周辺施設（キヤンブ
◎ 徹底してい為こと 場、サクリング道路、

内 ○使用可能な部分がま 宿泊施設など）との

陸 とまって大規模にと 連けいを考慮する

れること ○植物生態の観察など
性

○広域的なレクリェー

立 ショγ、休養施設の．

地
整傭がされているこ 、

と　』 ■　1

一

効率良く運営さ塵るためには、管理体制と、管理能力と

が間題となる。最終的には、子ども達にとって、最高の

利用コンデションにあって、良質な利用指導と施設が与

えられる遊びの質に対応した管理機帯がとられていなけ

ればならない。特に下記の点に留意する必要がある。
（1）

1（2）

（3）

（4）

（5）

安全性

快適性

指導効果（教育的効果）

あそびの創造性

低廉性

　次に、機能よく、効果的な管理状態を保うためには、

管理運営システム化をはかることが必要である。管理構

造について考察すると大きく二うに分類される。すなわ

ち、運営的管理システム（ソフト管理）と施設等の維持

管理システムーメンテナンス（ハード管理）であるo

一268一
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第12図

施設維持管理
（ハ》ド管理ン

管理主体 利用者

り運営管理
，（ソ7ト管理）

こ搾鴎舜と卿図勉糟である・

更戦擁瀧轍脚紛鮒ると・上記の留鯨
の榔恥幹髄酋て・常離≠ックされる状態

㌶撃鰹廻曲響すること誉
剛管聯即分類
〔2 贋理の淋學〕1

　　　読㌧
；． 鎚層

　　　　　　　
「　　、

　　　　1　　　　　　　　　　　　　・8　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　一l

　　　　l　　　　　　　　I
理総括　1施設維持賀任著　　1　管理

安全管理　　　利用者
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　匹

　　　　　　　　　　匹　　　　　　　　　9「　鵬　　I　　　　　　　　　　　　　I匡
＼　　　1　　　　　　　　　　且1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　、

　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　I　I
　　　　　　　　　　l　l
　　　　修景造園　　』一
　　　　 管理　　　　　　　　　一一’

管理機構の最も大きな特徴は、常に安全管理レベルにお

けるチェックが行われて、利用者に施設、あるいは指導

の行為が供給されるのが望ましいわけである。

　更に、運営部門と指導部門と．は～ 密接な連絡を保って

いるめがよ野。

　修景造園管理に飢焔ネ・管理主体と直結砿』かつ指

溝部門の関連が強し㌔例えば、．芝生管理などはく』 しばし

劇用と触す翻合が多レ1諺生の弊疵列欄が
、』 するからである。また修景造園管理は、施設維持管

理とも対応して管理されるのがよい。

　以上のよう贈理組織は・総合髄駐算設り長が・

管理主体者となった場合でも、その下にそれぞ塵の管理

体勢が絹織され、ぞれらは最終的に安全管理者という、

フ ルィを通って、利用者に供されるボうに体系ラけられ

るめが望ましも・0

　3，r管理部門の内容

　〔3－1　運営管理1こついて〕

　蓮営管理は、大き く二つに大別される。づま り
、

前者

嫡ζ実際に施輩で働く従業員に対する管理と・耳接利用

．者にサービスする部門とである。更に、この直彰…和用者

「年ヅτゼ不す喬ものでも、指導的、教買的な申的を持た

』勧ザー 甑軸勾こ紡運営管理の内容畝似う
な図て整示される。　　　　　　　　　　　　　 ｝』

　　 k、　＼

　　　　　　　　　　第14図
、／　　　　　f　、』

　　コ　　　　　　 ヘ　　　　　　　　ヤ　　

　　、 1ヌ』． き． 之1

〔鎗2♪ 欝騰脚内容について〕
　管理機構は、運営部門、指導部門、施設維持管理部
　　ド　
門、彦景造噛管理部rレ5からなるが、総合児童厚生施設と

して釣今衡騨都門詣縣F弓によりウエイト㈱
いた鷲理体勢をどら宰≧が望声しく、それが他の法令に

よる（都市公園法等に．よる）・公園と異っ九特徴であると

　　　　　　　　　　　〆　　、いえる。

　まず、運営部門｝）拍導管理部門、修景造隅管理部門が

管理全体の下に、独享した形で組織される。雄課の緯持

管理部門はじそれら＄部門の立揚か亀ゆそれぞれり命令

難塗欝手働畷轡営け鉾
鰍の維持鯉恥常に・運嵐揖勲現場鰭醜1

握チェックし、修理、改修の揚示を行うよう最；短ルート1

でチェック修理が行われるのが重要であるo

　それは、すべて安全管理上必要なものであり、これら

羅営管理 （癖務局）従業興に対する管理

．発 券●改季L』

案　内
（石フチ幼シ融

護

緊急施設及びr．，

諸窟庁と礎述緒』

縣（灘轟蓬書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
／ド

1望の人員配置にづいては、施設利用入り寸年問30万人

とすれば、．最大利用者数約5，000人ど推定されるめで、少

なくとも第23表のような人員配置が必婆ぞあ畜5

　この運営管理については、利屠者が、先ず最初に接触

一270一
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1τ』 第23表∵

便ごβ騰査型ド、衝

発券
改札
案r内
救　護

運』絡

保　安

那　業

その他

lf入、3人

珠』躰
．ヌ人』盆木

一1人”

・1 人 ・1人

　2人　4人
適宜適　宜
適　宜適宜

、

　　　　　　　〆’一　考r
　　　　　　　　　　＼　ノ♪

、1、鱗嫡し嫌栖も蛭

て“ 111 　　　　　1』』髪、 』rし』』

騨糊麟当牡1
三：。．：ズ、㌔

購職肇鞘　 、』三』1

；通常職員を方当1．．1．、、

緊急時は職員全員配置』』’1

＊寧業め規模嵐と種類に よる〆』

　＊印は有料で開韓ざれ為揚合であり、無料の場合は必

　要なく・繍ヂ！懲指導舗の部門轡・

するところであり揮騨牌充分行い・利騨孝のト

ラブルがないよ殖験暦き鱗施 ノ 罪、＼ 穫

特醐題と泌魔灘砺るヵぐ資格鮪す頚護
婦2灘、 鍬利脚に噸護婦の他に医師り醐力塑
まレレ・。，凍いで島寒内サじビス等にρいズは》 迷子・遺

失物ζ 拾物等、、呼び出しなどのインン∵まメ：一シ、ニョ1ンな

どギ短時間で処理される1ようミ 連絡用通信施設の整備が

必要である5

　保安についてぼ尊緊急時6迦醗ζ後述）、火災そゐ他の

災薯、あるいは人身審故、など予期せね事件の発生に対

しても日頃充分に訓練され起職員をイく”トワ嚇垣させる必

要があ為献危険領域の立入看視など曳・．利用者が蓄子 ども

であ為と㌧ 》う特殊性から可能な限ウの人員配置を行うの

潮よレ、》。1こ．・・試　こ．．1 ㌃1・♂ 鮭． ．群．三 i』、』1∴㌧』【’・

〔3r2，帽導管理鋲つ、？ズ〕：隊、．』 1：㌧《』
∴

、今後児童りた⇒の遊び場等力3充実されていく｝っの目

標に、∫指導員爾配暉が挙げ られる。、総合児童厚生施設で

も、 最も高㌧｝タエィ渉をも〔》て計函されなければならな

めの妹ζ 指導体糸であろう。 』・∫鳥rく｝哀匙ぐ・

　子どもが真に遊びを発見レぐ遊ぴを創造する時の冒険

と危険蔓こ嫡らんだ行動の繰p返レは“子どもを強く成長

寄サるものであるが》、これには適切な助言、し指導が必要

であるo利用指導には、直接利用者である子ども、の遊び

を指導する、直接利用指導とマそれらの撮導者を養成、

訓練す蜀間操指導融こ大別される5』（第15図参照）1 劉
・、面者嫡常に密接な連絡を保つことだ大楽である試総合

児童厚隼施設は、．利用者にとって、’ 遊びの処点kでもあ

加塵顔、1、保育関係者～1汝グリ．畢一シ・ヨ．歌リ》ダ咽』力

掌ン勺ラ7等岸と づズも｛ll遊び指灘技術を学習、しゃ訓

練、莫習の場としての拠点ともな要う為よ翁に、』指導管

理体系は組織されるのがよいo従づてく「こ れ ら指導員を

養成する施設の設置、教育施設、寒習くン：実験施設の設置

利用指導管理．

・r／

　　第飾図

　　　」｝』く 訊　； ζ 二　　　r．へ、

　 直接利用指導 r㎏　　∵利庸著指導＝・

　　 13．
　＼べ』

、

．、－■

　AL　F

　　　　　　　1「一1｝ “

r ’一1 べ、じ・〆、 vンー「’、・

’鋤第補佐的指導》、：

’』

曜齢鱒1．

」電祖孟安全確認

も同時に行われる必要があるO一・」

　　　　　　　　　ぽ　をf）指導員の役割について

鰯の任覇につ畔ブレ帰稗細
1味礁よ涼、 『丁一一幽噛』”

一 ［一＿
1

③鍵も鯵全蟹乗雛噸する勘な鯉を
』一一すゑこ覇　　　1

鉱勅所触織 鱒ること・

　◎　変化に富んだ遊び道具を準獺すること。

⑥うまく遊難匠．聾欝吻子ども達にとけこ

　　ませ普通嘩1黛塑睡鯛け・鵬ること・

◎とr親と墾暴糟茸と協禰迎するこ

等としている・r黒蕎、ly‘’”

　値）指導員の配置及び大数整ごついて

　指導員は活動施設など、遊びの拠点に配置するが特

に、活動量め多い場所、危険あ予想されお遊興類設踵場

所に重点的に配置するのがよいよ．i憾1ド1だ顎1』しざ

　④　国立こどもの国の場合1日当り、、平均指 通員 数「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　は、利用者2，500人に対して30人である球三製寿不1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　充分で麺と思われる・r回阻，三 艦1∵㌃ 誹
　⑤　ロンドソケ吊ングトンパー ク（ブライソドンブレ
　　　　　　　　じ一噂 ・一

ヘ…・・一 』… 凹… 　

イ報識議騨喫聾檸ン人
　　保育グノレーブのパートiタ祇繍旦．卜門・人

　　　　　　　　　　　　「丁…置罷ヨー一」　3人

　　利用者11人当りαQ3人～0．OI5人どなら七いる。

　◎　計画容畢教群？いエ嫡後述

。些り鰹7登｛7り鋤が繋れる調立こどもの

国で晦聯臥艇〉懲を蠣して㌧’る謎ラン
ディゲめ駿種は変化に密んでいるが、その方が望まし
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いo

q3r3．．雌締脚’』＝1臥1・ンー』’ ン、、，

　保守管理は≧常蒔の管理ぱ勿諭であるが、 紮急、 応慈

修理歩速か年行やれるよう充分な態度がとれて“る必要

がある。 保守管理員あ常駐、 材料工県等の常備は充分で

なければならなし ・。とかく、 設備関塩についてのトラブ

ノセが多いので、特に、設備要員は安全管理上電気、水道

闘孫、機械設備等に対して、 収容人員に対応した配置が

必要である。

施設別で1駅遊具など、遊び施設は常に点検整備し、

その他の耀で啄，，案騨漁ペンチ、くずかご姪

る蓑でくr充分な記慮が必要である。

　　　　　 第16図 施設維持管理機構

営繕保守

施設維掃管理

設備保守

　環擁のアメリティを維持するため、修景造園管理は、

環壌の風致、景観維持を目的とし牽もρであり、今後、

総合懸馳施塾おいて秀・良質始勲保存区とし

て・生態的に管理ざれる必要性力溜識される。それらの

自然の管理なども｝こ；醇含ま胞づ。そめ他ごみ処理、

清諦、林地清撮 （草苅、r問徐）その他、 樹木管逮、芝生

管蹴ど・搬鱗雌蝕公麟理晦たるも硬あ
るo（第17図参照）

　（◎　清掃量と清婦饗

第24袋

土木施設

建物営繕

簡易施設

　　　　　　　　　坪当ラ歩掛
1．

　園地　　　0．00006人
　皇　居　　　　　　0．0004、人

　御 苑　　　 　』　0．00006人

　井ノ頭自然文化園　　p，00068人

〔清揚量〕

・第11種　園　地　　　歩掛×100％　0．00006人』r

、第2種 森『 ・地・ 　　〃×70％ro‘00004人
・第・3種 保存区・　　　〃×50％・0．00003人

　特別区（シーズン施設）　〃X20％ 0．000012人

　建　物　　　　　　　　　　　　　　0．』00007人

草　刈　　　　 （単価）．，酵当り24円

』電気設備・㌔

給排水設備

機砥設備

〔31←4 修景造園管理〕 一』．》 、

ω　造園修景管理機構・

　　　　　第鷲図、造園修景管理機構r

造園修景管理、．

造園管理

．林地自然保存区管理．

清　、 掃

塵芥処理

草　刈

間伐

樹木管理訊．，

　（病虫害駆除等〉

　の　造園修景管理の留意点

』塵芥処理は・園内で処理できるものは処理する。そめ

ためにζ｛・塵芥量に対応した規模の焼却炉を設置し《』 ごみ

の収集には清掃車と明記した車鞠によって行われるのが

よい。くずかご数は、利用者に対芯した割合で配置さ

れ、当日のごみは当日に、ぐずかごより収集され七ぐ・な

ければならないるまた塵芥焼却炉は、周囲に与える影響

の少ない位置を選びζ更に周囲に回収された、ごみが桀

積されるだけの充分なスペースを有することが必要であ

り、 消火栓の設醗も必須である。

　また焼却場は風致上好ましい状態に保つのは難し“の

で・利用の拠点から離れた、一般利用者の目に毒．れない

位置を選定するの力二よいo

　〔草刈等林地清揚について〕 』 ” 　　　　　嘔｝’

　草刈は園地として利用に供する場所は少なくとも1年

に2回の施工が必要であり～ササ類については、切口が

危険なので、充分注意する必要がある。またぐ危険な動

植物等も取り除いておく。その他倒木、枯損木の処理は

速かに行う。冬期の枯草は火災の原因となるのでく冬期

の枯草刈は定期的に行う。

　4』』般的管理問題

　〔4－1　保安管理〕
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▽

c

高橋他；総合児童厚生施識の標準的設備及び機能に関する研究

“）緊急時の管理体勢

緊急時における避難訓練は日頃より定期節膨宥う。解

ンター集中管理の組織を令理的に編成す為躰粟浮あ鵜

ある災害が起こった時の避難組織図に下記のむ零りとな龍

る。

第18図1
一

一般通報

モ昌ターテレビ

緊急電譜

火災馨知器

デヘ

通　報

（確糾
「一』

原〔「’・因

消㌧ 火
・薫の他、1

　1r　F、

避難
、、誘導

r、乳火、』災

その興簿害

1，癖一

鼠等．

ヒ 消防署

警察

病暁
’髪r”

　その他，

「τ i　』 ζ

・IG
ご・1ド・・ ・第25衷管

　 ．的）、保安管理について

三，融管昧つい七は冶理肋管轡ス螺嚇入が

　冷律考えられよう。

．、 脚 起ターテレビによ課中管理

．；・、 1（2），1緊急電話殼置（イγ．ターホーソシステム）、公衆電

　　話等㌃・

　　（3）火災報知器

応，｝繊・、消蜘組蜘Pl饗騨騨防旦

　　騨蝿　　 　1
1蚊5！諏安パト・一ル

（6！遣迷子噸る聯類嚇及びテレビ霧話糠

　　｛7）性犯罪対策、死角の排除

　　⑱ヒ紫πビス車輌の渾行1

、，．．

、・
の抱

　　（1） 植物、、毘卑採取等9堪制Q蘭題

　　（2）ベットの持込について・1

　　（3）利用め専有商題 （運動会、集会）

　　（4）身体障筈者の利廟こ》う“て

　　以上のことについては管理規則で明確にしておくべき

　である。

理　人　員

機　構　名 区　　分
，

　　　　　軋　
』　　r

4　称・5
1、人数 算　定 基i礎　・　他

運営管　理 蛮　務　局 園長 駐人

副園長’ 2人

P

！
総務

i

『　　　　　　、

ウ1』rl　lrr 庶務1 3人

・　ロ’　　τ』　　； 保安警傭厩 4＝や6人

・憩〆’、【、1i ・経瑚 2人1
二発券1

r． ※2樫 　　　　
「叛　　　U

　　　　　　　　　　　　　　　　　1』

改札・ 2解4天
i案再 ，． 21大

救護 1ル2人 看護婦ま畑ま医節

駐車場要員 適　　宜 5，000㎡当り4～6人r
売店要員、ノ

”　．1

rその他 〃

1、施設、維持管理

－　　　1

　　』　」、

施設部（仮称）
　　　、　　一

、、
、繕 課

済 1・い

』土木係

、勤係

ド』 r、ド｝

鉢早．鉢

ト　

’ ・艶『r貢㌧ iて、二　　　　　 、

1’書　　ド・
ド’』

　lい』　　＾妊、

　　』 妹　　、峠』　　　　㌦∵

　　　　し11■；i「■ ヤ
　　－“、、 ∫昌

　■～　、　

イ乙設備俸守一

』電気設備㌧
・： 道般備

1冨2犬・・’誌1

刃甑

　　　ノ』ぐ1い・、　ゼ・、l　　I』＝l

31　　漣臣・　 1口 IF 齢∫1

機械設備 1パ2人
修景造園
　理　課 ア．造園係 10人 芝生・造園施設の維持

♪、r
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芝生 2人 管理、草刈

樹木 2人

草刈1 2人 監督

花弁栽培 2人

、 花壌管理 2人

イ．清　揚 作業員10～20名

監督2名

動物飼 育 適　宜
利用指導管理 ア，自然解説員 2人

イ．遊びの指導
員

25人 最大適性来園者

，000人／日x％富子どもの数

2，500人X30％（利用率） ；750人

750人の内30人当り1人
’

750人×1／30匿25人

ウ．看視 18人 厘00M

安全確認
● の

looM　　　厨筏　　瓠域

● ●

q看視員配置位置

瘤視領域を50mとすれば10，000㎡

o で4人となる。

広場面積2．5卜a

遊戯広場 10人 2．5ha

運動広揚 8人 2ha

エ．・ 童館 2人

て室内遊戯）

オ．工作・指導 6人 子ども6～8人に1人
50人収容 として

宿泊指導 12入 子ども6～8人に1人
100人収容として

問接利用指導 講習施設 研究所長 1人
（研究所） 主任研究員 1人

研究員 1人

㍗

結

　以上、総合児童厚生施設の標準的設備、及び機能にう

いて、種々の調査に基づき、各自が専門領域の立場から

考察を加え、モデルブランを作製したわけであ畜が、勿

論今回のモデルブランをもって、最善のものとするわけ

ではなく．、更に今後も多くの人々の意見や、研究を参考

にして、総合児童厚生施設のあり方なり、設備について

び

研究を深袴、子ども達に雰りよい環箋あ中で健全な遊ぴ

を充分に経験させることを考えてゆきたい。

　おわりに、本研究の実施に際しては中央こどもの国、

千葉こどもの国をはじめとして各地のこどもの国闘係

考》県あ兜童福祉関係者、教育関係者などから、多くの

協力と援助を得たことを付記しておく。

う
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◎

高橋他・総朗聾生施即騨鰍駆磯解咽す棚究

資　料　1
1三1し1　1齢

記入者氏名（

こどもの国アンケ　 ト

　　　　　　　　　lr・1　ド　　　　　　曜

）
（利用者・父兄用）

pL≧／、〆日ン〉欄　＼

性 別　　男・女
駐地徽．撫饗をの場合，ま鵜麗）（名）・

1、 ：

こどもとの関係 凝溝一騨園　幼購懲榊憂攣墜
／「 　「

来 園　回　数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』｝』 　　　量＝』’

めて、　2回目、　3回目、 4回目、 5回以上（　　　回）1♪liら1』1〆

『

D

利用交通機関．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「1㌧』1ρ
体．ミス、自家騰聯、ンミス』劾鴻自韓鯵，きの他（

、’へk’

　）

1｝

グ ル　＿　ケド 轟帳、こ麟廟吻㌣ヲソ燦辞夢1戯纏1 ）

問1

問2

問3

問4

問5

こども⑳ゐ騨衡嫡零醒融離騨ll瓢醗 穏・：

　ア瀞　ガ鉛　ヴ’艦r
覧：：わ塑璽、i…ぐ1［∵｝、～1

｝1
し．

こどもの国に来られた目的は何ですか　　　’＿
．＝， ；

　r ．1；．．畏、、

駄懲1、ぐi㌧、聖｝
　　ア鱒的で健全だレクリエーシ・ソを楽隣塵専◇、1：』1類然雌謄勲，
　　ウ商業遊園地と剛ようなあそびをする渦　　ユ，不騨勢麟

　オ　何も考えずに釆準
し＝ i、、し

　　r一
』・

…　　r、　㌧一じ・ ・：砿　　容嶋＝

こどもの国で貴方が気にスづた施設をひとつ力病・丁‘だ』ざ野 （
，

こどもの購鰍った遊鰍レく・知瞬脚瞳うか輿鰍℃
今日園内をヒごらんになづで感じ蛇ごどを選んでく瀬昏め

乙．

　　．．．、

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

遊具類r

樹や花

広　場

教育的な施設

運動施設

娯楽施設ザ． ．七．

娯楽的なコイソマシソ

大人のための施設

幼児のための施設

a

a

a

a

a

a

a

a

a

もっとある方が孝，》1、．二 i＞，〆鱒・ξ騨

　　ll

　　〃

　　〃

　　’〃・1　くゴ

　　〃

　　〃
L」乙「一’〃1 i1、2

　　　1 ，劣・

　　　　　ノ、1 凝”’』　5

　　　も　　　〃

　　　b！
：、＝ 4ノ ヒ、

　 三’l　　bY、 コ1　’1

　　　b　　　　l〃

　　　b・．．　　F〕〃 ♪ ・』で

・i・ 覧『｝1 b　ll　　　”　』．

トi

L）

　く「c

lr

℃

6

・6、i

bン

多すぎち
ニズル，1

　『〃　

　　卜rr’

　〃

ゴツ、”

つ

1｝

問6一』こ（どもの国の環境ばどんな環塊が よ㌧メrと思い ます力続 ゑ ：㍉』∫1訊r ，．』∴　

　　　　　ア自然のままの環境　　　、イ遊園地のような娯楽的環塊　ンr
　　　　　ウ　教育的な環境 　　　〆げ』二1 1凛轟． 、自然の環境ゆ中に娯楽施設をとり入れた環境・、F

て問7　あなたがごどゐの国セ←」悉不満に感じたこ虐ぱ何ですかぐ出来る梶け多く書いてぐださ蜘g＝ s

問8あ敏がこ、どもの国にあっ．たらよ・い と駒施灘次より．肋選んでQ印を謝てく・燃い・∫1・・』

　　　スケートリ！ク屋外・屋内、ブー麗外、温水プール湖一ラ杁ケート温室・ 万ミツ：磯園瀬物
　　　園、．野鳥園く、宿然探勝路、’サイクツソグヌ7ス、運動揚」』ア←訪出』リ舶、芝生スキ獣咬水く舟遊びなど

　　　の出来る池、釣堀り～、1花壇語乗馬施設く留険遊び場、牧暢、1キ》1ゾプ場｛、休息広場ぐジ手ヅ トコ酬スター

　　　などの乗物、コイソゲームの機械、ボーリソグ場、1プルフ練習場ぐ、ギ幽西［ト丸 自動車、劇場、教育的各

　　　種展示施設、ブラネタリュウム、各税教習所、焼物コ磨ザニチく1遊具（ブラゾコ、滑り台など）、汽車などが

　　　置いてある広場、工作・絵画室、模型広場、体育館、音楽室　　　　　　　　　ン ∴
ネ1．ll・11　）

、一 7、5一
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資　料　H

子どもの国の利用調査に，ついて

〔調査票〕

L　ご記入下さい。

　a学校名（幼権園名、謀育園名）

　b来園年月日　昭和　　年　　月
C

d

日

来園の目的

引率学年等 年生（園年）　生徒（園児）数

先生の数一 ・保護者数

　e

　f

2，a

b

C

d

e

来隅をいず勉が決めまし準か。　　　　　　儲）先生が決めた　　（⇒　生徒（園児）が決めた

来園は全校（園） ですカK学年別ですか。　臼）全校（園）　　　＠』学年別（園年）

貨校（園）からこどもの国までの所要時間にどのくらいですか。

6）3・分以内㈲』 ・分型45分を945分を・賄伽晦，i醐36分一
㈲　1時聞30分～2時間　　的　2時閥以上

　ここには学茂（園）として定期的に来園しますか。

臼）定期的町牽隅する　　（切　不定期に来園ずる』

　ここで何時間すとしましたか。

6）2時問以内＠3時間以内を胴時間以内．旬備ゆ≠』
　園内でもっと も畏い蒔間遊んだ場所はどこセすか。

髄由蹴中央醐（幡硫轍ω、 癩 』、瞬轍場，『』
ら）、 こ、ども目動車訓練センター　　（ト）その他（、　　　、　　　　　　　）

　と こで集畢遊びの指導を行ないましたか。

α）、 行なっ塵　　（O　行なわなかった

（イ．「2）揃導内容をζ記入下さい。（
）

f　屋内施設を利用しましたか。

ω、利用した　　　　〔1｝児童館　　②　セントラルロッジ　　③　皇太子記念館、

（ロ）∵利用しなかった　理由（
）

　　g　雨天でも来園する予定でしたか。

　　σ）㌧雨天でも来園した　　（ロ）雨天の揚合は来園を中止する

3・園内をご覧鑑なって感じたこと、または、希望することを臼X噌9……の中から選んで下さい。　（○印）

　　a　遊具について

　　　a→1〆数二』　α）、もっ1とあった方がよい二　（⇒ちょうどよい　　　　の　多すぎる

　　　a「2、危険度丁α） 危険なものは無かっ た　　＠危険なものがあった（それは何ですか 　　　　　）

　　　a－3変化 臼）すぐ飽きてしまう遊具が多い∵（・） 遊びに変化力：あって面白い

　　bl些広場について．

　、F燐b←r　L広ノさ』・σ）』もっと狭い方がよい　　（司　ちょうどよい　　㊦　もっと広い方がよい

　　b－2』 形 ㌔レ態』（イ）芝生広場が好ましい　　（ロ）土のままの広場が好ましい

　　　　』 』rい　セ別運動場になる広揚が好ましい

　　　　　　　　　：＠ その他（ご記入下さい　　　　　　　　　　　）

尊

c　休憩所について
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高橋他＝総合児童厚生施設の標準的設備及び機能に関する研究

　　c－1　数　　　ω　もっとあった方がよい　　⑨　ちょうどよい　　々9　もっと少なくてよル呈、噴賦

c一職備脚）よ も輿1 鱒…兵沖るい（ご記入手さい　　　）
d　便所、手洗所について　　　 　1　”暫i

　　d－1　数　　　“）もっとあった方がよい　　（【りもようどよい　　の　多すぎる

　くd胃創設ぎ…伽ω瀞焼い1個 ふつう、セ敦きれ嘆．鴇 匹？聖△、 ・知鮒
　　｝ 屋内施設にP恥て1i　l∫・1』』『i・

．『

、eザ重、ll充実度畷つ弓充実Lている　　（可ふつうr二漁う、’ll不鋪履ゼんな点かご記入下さ秘》 「　　　…一

　　　　　　　　』一r、
r「 ．、 1「i、

＝」、」…㌧1．　ジ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一）

e舜、騨顔墾鎚もの
自） 蛎場”・⑫）励スポー蜴の遡場

　　　　　　　　件嘩館』舷劇搬・ ω工催（ト）・鹸室㈱ 絵酵・
　　　，　　　　（リ）その他 （ご記入下きい　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）、

磁至聯轡轡璽酵だ 』曾轡轡轡轡轡

！τ轡糊縫ユ塾 鱒肇響響∵ 、｝ 諏 ，、兜乗、勿卜躍織鱗爆轡∴，・，、謬鋸∵1．ll
　　　　　　、1、1 案？♪ そ饗、今，

稽
一1 1で』 1’こ ．1 」うll：∫1　 　r一

先生めお考えをお聞か竜下さい。　　　　　　 　　 r　　　　　 　1当1・li還∫ 1　で1イ㌧い♪黙 舛）

a　こどもの国の遊び場は年齢別に区分した方がよいと思いますか。

　（例えば、幼牡一ナr・小轍低学勾サーなど）　　』』㌃
、， ．，

』，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・　　ジ1N　臼）匿分したおがよい　P、劒 犀分すう必馨構な》、 、　：　　　　 　了

＿＿
bこ即瓢丁つ灘的な蜘鞭ですか・　憾塁1：↑ 難㌧…』・ ’、

　　（例嵐感㌘㌘＼燃茗諮の町網渤台など）　　、 ：…

1溝則。“）

餐篇（麟欝よ瞬、、蟻一　聴鷺陰
“）認すべ羅（⇒・設臥痴方がよい1咽闘するとし妨ど硝避懸腰です好ご継

d＿り、自幽1駄熱醸よ誌鏡ヂぞ章衆1身…・
臼）確保した方がよい∫…こ＝曾～現在の無でよい 　　　 ＼㌧▽rLい＼l

e鰍宿泊できる灘即要力％1苧轡弧　論　㌃M搭；1
欝糠1痘議硝；蘇用含詣黒　』辱箏※烏1÷1…
f 園内に集鰹会郷確黙ど搬置す砕を望みま弧、　　二1
信）あった方がよい冥一 ゆ　4ども用i 轡　父兄用　　　　㈲1いらない＾　、鱈．．、

9こ昂の騨懸駄ど鱒鞭紳熔き摩穂総鰍↑1榔厭き…よ、訊、、・，．
㈹　おくべきだ』』（ロ）おく必要はないi（理由　　　　　　　　　　　　　　　　．一一・ 7

h　どのような自然がζどもめ国に必要澤と思いますか。．　　　　　　　　　　　．、

　伝）起伏のあう地形（鳳陵など）’、1fl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　髪双

　（ロ）森林　 へ㊦ll：池、1湖黒、←）広い貯原　　　　　　　　　　　　　・ 　　　』 5アい
㊦　その他（ご記入下さい二1 』訊 　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

）1

）1

“どもの国につい嫉づ獣磯こ！と磯ず榔となどが雄したらお弊蟹飴
　　なお、今後必要だと思う施設もお書き下さいじ

先生のお名前 ■」
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〔調査結果〕　～

子どもの国利，用調査結果

　この利用調査は中央こどもの国を利用した保育園、幼

稚園、小学校曳中学校の園長、学校畏宛に別紙調査表を

送付し、担任の保母、教師に意見等を求めた集約結果で”

あるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

☆対象の内訳

区 分・ 1寓京鯛鯨綱鞍咽合計

保　育　園 21 42 ■　　「 6 25 48

幼　稚　園 8 16 7 12 15 28

小学校
30 46 16 25 13 17 59 88

中　学　校 13 19 3 4 7 8 23 31

計
641国107 31 51 27 37 122 195

國人員1数1人員1数1副数1人員

　〃　 ・小学校は世田谷区、大田区、渋谷区

　〃　　中学校は千代田区、港区、台東区、墨

　　　田区、世田谷区、大田区、渋谷区

所要時間はどのくらいか

区 分1

，30　分 以、内

30分～ 45分
45分～1時間
1時間～1時間30分

1時間30分～2時間

2時間以上
　N．　　・A，
　　 言十

A B

7
9

37

39

16　
4

．5

117

2
6

23

26

13

7
1

78

A％

6
8

32

33

14

3
4

100

B％

2
81

器』

17

9、

1
100

（注）都区内、保育園は世田谷区
（注）　Aは保育園、幼稚園、小学校低学年（1～3）

　　　　　　　　　　　　　　117名

）

☆来園の目的

保育照、幼稚園、小学校低学年 1 小学校高学年く全学年、 中学校・

〔保　育　園〕 〔小学校高学年、全学年〕
13

園　外　保　育 27 還㌧足（体力づくり藥薗行動）
12

遠　足 ㌧」 眉然ば親しむが
2　・ 自然にふれる ＝3 丁校外学習
2 広い自然の中でのぴのぴ遊ばせる「「 3 体力づくり、徒歩
2

運　動　会 2　 心身鍛練1・
2

レクリエーション ・2 自然の中で思いきり遊ぶ
工 ミニキャソブ 2

リクリエーショァ1 自然の中でのびのびと活動し、動植物の観察 2 健康を増進し、浩然の気を養う
「1 校外キャンプ

〔幼稚園、小学校低学年〕
，　　■　　　f

45
遠　足 〔中学校〕9 園外保　育 12

マ　　ラ　ソ　ン
3 広々としたところでのびのびと遊ばせる 7・

遠足3 自然に親しむ 2 楽　団 訓　練
3 集団行動指導 2 レクリ出一ション．
1 子どもの心身をきたえる目的 1 飯盆すいさん
1 歩ぎ遠足（体力づくり） 1　一 卒業期、思いでを深める
1 自然の中で遊ぶ 1 自然に親しむ
1 校外学習， 1　、 社会科見学
1 みんなと遊ぶ 1 写　生

遠足、園外保育（80）　自然（9） 遠　　足（34）　　　マラソン（12）　　　自然（7）

ヤ

一278r
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　　　Bは小学校高学年（4～6）、小学校全学年、中

　　　騨…7締ノ 甘　　1＞＝
　　　以下A、B、で集計
1、r

卿磯蜘鴬 「r
5 』． 1』1鷺

，

1区 分1トみ1・13い1・こA％1 』B％ご』

定期的不定期lN』「＝』

A．1一

　計　　『

1篤38

62

i7

、L17・、、

師　27
8　49　2

ぞ3二rF　　、

32

3
15

00！

　35！

3．　ここで何時間すご》準が1
v

区 分　Al 571
、

』

脳B％
2時間以内

12 1 10 1

3時問以内
48 24「 ’い 1！

丁1’ o

4時間以内
42 31 36） 』40

、4時間以上
1q ．，22 9 29

！　　　　ず

N．　　A」 5 0 4 0

計 「117 「781
・、 100・

1 100

親子ゲ＿ム　5ジ1タ」云忌4弄体撚こj　l蕊yジ戟　ゐ

　　　　　　　　　　　　　　ド．『
11

∵　繁
パレーボール2》ド、ツチボールー’2 1転、’

玉入れ　2，マラソソ　2，かけっこ　2レ　ぐ1

おに浄こ「2・グルーズ遊び2・

・糎勤叙肺げ・綱引ぎ召ソデ≧アンゴツ惑遊

、、1県に羅灘本継、厩球．勲・り謀、酵ぴ・

なわとび、手ρなぎおに・晦γグノレ鰍・各1・㌧

（）指導内容Bヤ　　1　　 、ト

　ボ」レレ加府ヤジジ・7・集曄び嵐
』ラ オ鯵ダ琳ジ聾ツ妹イン磯歩2、
　キャンブ　2、ゲーム 2、おに遊び、いかだ乗り、

　バレ＿ボール、かけあし、園内ラリーミ1 1船に遊ぴ、な

舜ぴ諾轡吟～ 各・1・．　　』ン1
、、β』　早卑施輩を利黒した期　ゴ亭 、　　　、．、

、，

L匠分 内＝側柵二A％圏
利用、し だ

・4．　もっとも長い時間遊んだ場所は　＞r　　・

『　r

区
　「と　「

分1 A％rB％

自由広場、 中央広場
　　　　湖

児童』遊 園、

牧　 1 　　ノ場

参　モ　ー，牧。ン・場
とども卑動車酬練セ琴ター

そ　　　の 　 ．他

∫N・ l　i』…奏一

　　　　計
　　 一冒　　　〆』』

69　　　 53　　　　49　　　 62

12　　　　1真、　、　 9　　、　13

13　 3 「9　3
一、20　　2　　14　＞イ2

13　　3　　9　　3　
2・　　尋』　0714 、5、16

　　　　　し　5　　1　　4．　　1
141P 87 1σor100

二利黒レながつな

‘

．；｝

・』＝計『τrぐ」「’・

　　　　　　116－14－
　i鵡　　　　　〆
児幣童　館（6）く2）
セゾ彬ル・ツジ （9）（7）

皇太子記念館（1）．（5）

」 ・、・ r∫ヂニ・針㌧9㍗ β7

理こ〆弘く吸』 1二申（∈1）（44）

一隔＝
、一 、くrlくぐ　r

　　　　　　．121　82
　　　　　　　　　　　　　　　　’・r’

○利用しなかった理由　　　　　　　　　　　パンノ

　A．戸外でのびのびと遊ばせたかったゴ126ヒ 1時間がな

ト津 ミからた（’ 13ミ，し広・廟と したとごろで 自然に親しむ

　　9、好天に恵まれたからシ3い混雑のたあ』烈2、

　　’手朧がいるかどうかわ施なヤ’、鉢，噸して

　　いなかつ牟｝。体力づくり餌目的　戸外で集犀遊び

　19や親察1しめき昏れていた、園内を歩くのが精一

　　 杯・rそ鱒 鴎 ・〆ノ、属』：外る』ン1』1

11∫E酬利騨目礁9・時聯1焼つ庶武冠，糖

ゴ1≧　染ンが目的　4 、1暗天下のぴのびと遊ば軌うため

舜
　7y遠足が目的li3、』体力づくり1 2、自然に親

　　しむを・グノレーブ鵬脚鯉欝～稗
　　できなかった、屋外写生、不必要である

　7、雨天でも来園す為予定だったか　　冗な1

’』

タ
（5）

（8）

．（1）

～臼 ρ

．∫肇

190

〆17

（2〉

（9）

＝！（6）

＞一

戸

ミ1

、義oo

鱗鱒rr乏 一』・1～く1”rl
こr：…い、ンk…ご 　5！

、癒・華噂撰吻鯵過』グ㌣ド
B涛ヤシ鵜5ポニ倣捌勲山

娼．マ㌘ぎ・ド4．アラ、マγヨrろ 一ヌ

　5，集団遊びの指導を行ったか　　、、1

区 分IA〕
行な　っ　た　　46

揖わ麺やた，／6ρ
（指導内容）　　（舘）

／y’1』碧＝
1エ

」計
』1114）

　40　　39∫一〇51
晒』

51

．（35）　 F 　 一
　　　叉二’ 10 1こ温　 ’3

1。乏15）・

i・¢聖

、曄 1■■
…

∫テ
分rI”魯 B A％ β％

雨天 でもi来園し1た　・β忠紹礎二』凱

6指導内容A『　　　　　　　　　　　　　　r〆・

』海場ダ強12，一ボツレ遊び 7，lr

机来園∵を中止す る

　N．p　r　r　Ail
　　　　計

104∫，74ぐ89・ll
ム7㌧碍、Q小． 二：6、｝

117　ノ．　78　　　1QO一

5
95

0
100

斯（洗） 爾天の場合、順延延期の説明があ：った．

一・ 791一
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8．園内で盛じ牟こ≧、希望すること

イ、遊具について

1）数
＼

．分 lA　B． A％1 卜B％

勿二 形態

一区

もっとあった方がよ七・ 35 ・1 30 30 38

ち・よ　う ど　よ　い 66・ 42 56 54

多　　す　　ぎ　　る 1 1・　 工 1
N，　　　　　　A．、 、15 5 　

13 7
計 117． 、ご75 100 100

区

2）危険度

分．

芝生広揚が好ましし・
土のままの広場が好ましい
運動場になる広場が好まし
い
そ 　　の　　 　、他
．N，　　．　　 A臼

　　　　計

【A

8
17

　9

　6

　8

128

rB』 A％

52　　69

11　　13

15　　7
4

　5
4　　　6

86　100

lB％

　60

　13
17

　5　51

　『
1001

区 分 A 甘 A％B％1

危険なものはなかった

危険なものがあづた

それ．は何か
　N． 　　　　A．

　　　　計

　75　　　　67　’　164　　　　86

　17　　41　15　　5

〈10）1②　一　一
　25　 　 7　　　　21　　　　　9

U7・
78

（10）（2）100100

○その他A

〃　B

いろ妥・ろの広場があるとよい　5、草原、

はなしがいの動物広場

球技のでぎる広場、平たんな広場、木かげ，

のある広場

Oそれは何かA

滑り台め階段やつな　4、じゃぶじ庵ぶ池め足元が悪

　くビンφがけらが中にあった、大滑り台の下の砂場を

駅、しないと鰍、ジャソグルジム姻児殉足が乏ど
一かないまた、「

が広すぎる、園路の階段などが崩れて

　いた、

それは何かB

滑り台、 池の水深がわからないマ．坂から下りた場所に

遊具があ りぶ，かりそうになづた5

ハ、休憩所について

　1）数

区

もっとあった方がよレ・ 58 36 49 46

ち　ょ　う　ど　よ　い 44 38 38 49

もっと少なくて、よ い一 11 0 ：　1 0
N．　　　　　A． 14 4 12 5

計　 117 78 100 100

2） 設備度

分AIBIA％1B％

’

区 分 AIBIA％IB％・

3） 変化

区 分 Alヤ ．B「 A％． B％

｛　　　　　　　　　　ヤ 瓦》　　　工4 δ 　　ユb

ふ　　つ　　う 72　　46 62「 59

わ　　る　　い 15　　　5
13 －6

N．　　　　A． 20　　13
17 17

計r U7　　78
100 100

よ

○記入

い

101
14 き 18

す ぐあきる遊具が多い

』変化があって面白』い

　N－lr』㌧ 　一㌧A』

　　　ガ計・

　8　一㌧3　　7　　4
　73　　　55　　■ 62　　　70

　36　　　 20　　　　31　　　　26

“117　　78　　 100　　　100

ロ、r 場にづいて

1）広さ

1

A厭り時稠でき揖 う奪季食弊乏
　る近く幣呑やトィヒカ1壁・ 顔轡み
　がない
B　サ』一ビス面でわるい、生徒用のベソチが少

　い

二　便所、手洗いについて

1）数

区

も6と狭い方がよい 3　 1塁・一3 1

ちようゼよ“
88 46 75 59

もっと広レ ・方がよい 17 27 15 35

N．i　　　　A， 9 4 7 5

計
117 78 100 100

分IA　BIA％IB％ 区 分

もっとあった方がよ㌧・

ち　よ　う　ど　よ　い

多　　す　　ぎ　 る

　N．　　　　　A．

　　　　計

A lB iA％

　91

　21

　3

1171『

58　　78

18　　18

　　　0
2　，　4

78　工qo

b％

74

23

　0

　3

100
ξ
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2）設備
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凪　　　　　　　分 A B A％ B％

区分した方がよい

分する必要はない
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ハ1遊具類をもっと多く設置した方がよいと 患うか

区 分 A IBIA％IB％
設置すべぎだ1
設置しない方がよい
設置するとしたら

、傑蝉斯轡
　　　　計一

24　　18

71　　45

　5　　．1

－17 』14

U7　マ8

21

61

　4

’14

100『

23

58

　1

’18

100

qどんな遊具が必要か

　A　木のぼりのできる木　5、のぼれる山r、先ブラ

、》 コ、3、 滑り牟 2、．トンネタ　2》・ダチォ ミ．ック

な夢のあ喬遊尽、3、、創璋離冷港具　・称．庫い砂場、

　コンビネーショソ的遊具、迷路、ろく木、ジャングル

薯ム、幼稚園にないも6、

B　自然の要素をとり入れたもの　2、創進的遊具、

滑1り台ζ』シ」ゾー、ジャソグルジム、体力づくりに関

．係ある遊具》一ローラ［スケート、 「冒険の国」的要索

をもつもの、ボール類

　二 遊具より自由に使える広場を確保した方がよい

　　と思うか

○必要ないA

　自然塑先われ弓恐れ病ある　5、キャンブ程度叛らよ

　い　3、今のままでよい　3、子供の国の意味がうす

　れるぐそんなk不便な場所でない、子供たちのための

　施設だから目帰りでよい　4、あくまでもハイキング

　的な場でありたいo

　必要ないB

　自然が破かいされるから　3、自然を残して欲しい

　2、必要度を感じない　2、キ ヤンブ程度ならよい、

　園内が複雑化する、現在のもので十分、日帰りで十分

　2、利用者がないと思う、公立学校では宿泊はむり、

　近距離の人が多いと思うので、あくまでもこども対象

　であることを基本に。

O必要だA

キ畔プ、・曽ガ・ 一程度13、 1日では利用が無理
　だから、自然の中で何日もすごせることは素暗らしレ・

　ユースホステル、合宿体育、よい環境を十分利用する

ためo

必要だB

食宿など力苓できうとよ恥』弓、青年の家のようなもの

　2、林闘的！なもの，、2、』奪の自然も味昂わ母顕い、キ

　ャンブが出来る程度、日帰りでは利用しにくい、たま

には1泊ぐらいで1日中自由に遊ばせ南い、夏期施設

として使用する程度のものなら利用度大も

［へ集会室、会議室、研究室の設置を望むか

区　　　　　　　分 A B A％ B％

確保した方がよい 7工 52
！ 61∵ 』67

、現在のままで1よい 39　 』23 ン33d129
N．　　　　A，　　　　　　　’　　一

ゴ
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計 117 78 100 100

ホ旨園内に宿泊施設をおぐ必要があると思うか
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あった方がよい
41 49 33 52

こども用 （29） （33） （23） （35）

父兄用 （12） （16） （10） （17）

い　ら　な　い
62 36 50 39

N．　　　　A， 22 8 17 9
計 125 93 100 100

ト　児童館など屋内施設をおくべきだと思うか

区 分

お　く　べ　き　だ

おく必要はない
Nマ、　 今・、

　　　』計

lAIBIA％
36！

611

21

117

37　　3工

33　・52

8　　17

78　100

lB％

47

43

10

100

○おく必要はないA

　自然中心に徹底すぺきだ　4、自然のなかで遊ばせる

　3、自然の方が大切で飢屋外の遊びを重視してゆく

　3、広い場所で遊ばせたいン2く屋外施設を充突すべ

　きだ　 2、遊び場力ζあれセまよ㌧、、広場力～せ些ゴζめられる
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高橋他＝総合児壷厚生施設め標準的設備渋ぴ機能に関する研究

　のなら必婁なし志壬と線ぷ圭要ぐ屋内施設廷都心でも

　できるから、自然環境重点もあり たい↓ン1＼ ゴ’礼 l：＝

おく必熟ま癌磁1 I 〕・超 ’ンーぺ・回じ 〈c無・一

　自然のなかで遊ばせたい　き、ウ 自然が失われる恐れあ

・』
二3 し自恭め・ままめ形セ残したい　・2ぐ1自然め空気

　を吸わせたい　2、自然を生かすのを目酌乏もたい

　2ぐ広〔・場所をとられ七は困るξ自然を大吻にミ 野｛生

情趣を残むたい、1都会生活と異る経験をき麿た“。

　チ　どのような自然がとどもめ国に必婁だ乏思うか

、．

』今』 1些』r酬塵1β％

起伏のある地形（丘陵など）　78　　43　34・’
23

　森　　　　　　林

　池　　　・　　湖

　広＝い 』i 野，！』原

≦．1、誇』

』ン
、の．、・、 、他

　　N．　　　　A．

　　　　　計

　　65．．ゴ34ぐく2串．．26

　　22　18　 匹Ol 二
14

’

，、5辱、 ド糾、・β撃：♪・22

∵ご、・了、、 5 『13ノ、 4

　　　5
’『

　2 1
　　　　　　　の　エ　ギ　ド　コ　ヤ
　　～β91』1きρ．100 100

Qその他Aい ．、

’「『 『己： ジ 1 rl浜、ギr『1．ンρ 』

．二

　自然にたっぶりひたれるような場所 1・4じす苓てが含

　まれる．ように1、』怨 r地卿や地「跡ぐ．川や沢など学習に

活用できるように二し丸y｝ぐ谷川モ涼縦る湖《、肩険でき

　るジャソグル、人間に齊を与えない動物の放しがい、

　ホラ穴みたいなものo　　　　　，、ジ』ゴ、＝ゴ・・1ン、、

そ④他B1☆ 』、． 腎 ザ』 ／一六、で1』！、『7

　自然を利用した川海あう丸らと思うマ河ノi
1・

（魚0住ん

　でいる）、みんな必要、 、演然に親しむこ≧が第r・義と

する。　　　　　　　’、、．．

10・こどもの国につい夙 気づ｝吹覧≧、，改善すべき

　こと、今後必要だと思う雄毅な（どをお寳き下塔い

区
一ト 、11蓋・・トガ1脇1．も％

記　　載‘ あ　‘ザ』r一一

記準餐』

’60

57

78一

51

149 』1

　1100

　 　rい　　　∵

、．45’55

』100

◎記載礁項は以下の通・りでああ』乞

　　　　　　　ドドベ　　　　ド　　

A　保育園、幼稚園、小学探隊学年

〔要　望〕　　　　　☆：＝・』二1一いひ∫レ∵㌧培r

O自然が破かいされつつある現在て・子供4）国港けは、

　四季自然に親しめるととろ辱訪ら七1、1瀬ご、ぢ泳、走

　りまわれる揚所、つまり、子供のふるさととなるよ

　うな環境にして下さいo

O広々とした草原で虫とりのできる場所をこわさない

　で欲しい。

　・◎遊薗地化しな弘萎う・紀ξ．自然め姿あそのままにして

　　欲しい。10　　　　　　　　　　　㌧㌧∫方＝コ ご

ごb利用サる入々め心め毒ち方の指潔をよ指・・一

㌧『 率園遠足4）感想を聞二く乏良渉らた乏いうU自然をそ

　（ン ・のままに動物などと親しむととろであちで欲しい。

　　近ければ良いと思う。　　　　　　斗二』 ず・薗

』10ジヤ粉グルζ』山めぽう等冒険的なもめをよ二i凋二

　〇流れる小川があって欲しい。　 　rヒ嬉、』きぐ帆

いO子供め国め基水的」ささく自然》6起伏のおる広場な’ど）

　　失免～ないように9　2　　　　　　　　　…享　

　○手洗の数、広さ、増設し蓄欲も』蜂・と12“代こ』

・；◎ネ年レ乏永呑跡少な“ナil（あ送90短50勇所必婁y4

　0広い場所そ遊允弛ξ芝のない子供たち癒すぐ広場は

　　とてもすばらしい。3索さ』顔跳le貿～1ン ーぐ弓

　6変牝が少淫賂み嬢1字供ゐ創造性を養ぴ曹険酌な要

　　素を自然の中にとりλれて欲しヤ㍉。♪1ン・』＞壁

　6売店ほ“ちな“。，建物濠径ぢな蔚ざドさ“さ1鱗1』

　O自然のままの景観で、人工的施設は必要ないら’「6

　0自然を摂わな勝ま1う乏ぐ蓮動施設黛ケ才ヌ巌｝」ト

　　場・・～騒靴慈婆騨衆曝、饗尊黛ヰ＆
　○アベックを入れないように。

・の鞭熊警る騨の維持9、・　1∴染㌧’
　b国丘め施繍め黛恵私動づ充予猿措盗を婁乗琶そ、

弱：立紐も嫌暁越晦騰「県イ緒1撫ll・

．謄磐，勢塒讐聾鰻鰭寧桝
　○昆虫の生態館、昆虫の困のような施1設ご二植勧園。

鍵塑射マく鵜晒秘鰺⇒δ：こ
貯こ6道徳心め昂揚、を｝ま添こお襲匁多レしら芳、価し晃きま＝づを徹

　　底させるよう計画して欲しい。〆』訊ン1雑与廷e

　○予算関係もあると思う がる」匿＝’㌔』・1筑齢乎εiぎ入』

　○広揚には姦季芝崔亀㌢も毛廻翼緊 ＝1罫・：丁じ心ヒ〆

　6山歩麟ま樂もがぢ売、燵1謬暑作ちそ欲t斌評i ン

　○子供の国をもらと沢山マ乍ぢ董薇t》・ぴ拶（ウ！賠』i⇒

りδ薗内に繋意角電詰密磁ざ（ ン馴・（拶r』＞ 額∫

ノー6白然蟻敬欲し鱒 イ毎、δ㌧ ∫ 膿ゾ：～ llナ

　Q自然形の小川をつくって欲しい、魚などがいちとよ
℃・・ ・ぴξ＝：岸う噛㌧＝一∫壕1瓢瑞弄1）『イ受∴煽三（》冨ll；

　○日除けの場所をつくづて欲・し“よ＝三街f熊に触1・詳

〔改善〕　“る1」磁泥ぐ』眞乙’、弟』還・1∬∫・

　○起伏のあ’る・と’ビろを王め道ギ好きk歩げるなうにし

　　て欲しい。　　　　　 』 綬ll！」 館㌔ 「瀦｝瓦i離ぐ1

　Q自然の中の子供の国だから、芝生の上でお弁当を食

　　べたいo

　O売店は園外にした方がよい。
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q児童館の内容が貧弱であ為、見ごたえの秀為も1のに

　して欲しい。

○淋しいような盛じのする道があり、舞にな為。 可愛

　らい）動物などの道しるべなど立てられ額らすてき

○ロ甥ククラィミ ／グ（以前あり楽レみにしていた）

　再設置を。

○風よけが欲しい。　（お弁当のときなど〉休憩所の椅

　子の増設を。　　 r．

○遊びの広場奪もう少し欲しいφ、』1遣み箱が少ない。2

〔注意〕r

O係の方々の親切さが欲しいC、

O草木が荒れている雄設保持に人環が不足ではないか

．Q ポテー牧場の野原にある便所が少な㌧・g

Qすぺ範台の傾斜に一考を。！

○木隣洋欲しいo　陛國体で利吊で ぎ為〉．3　で験／チも

　多くして欲しル ・o 　　　　　「

Q花を取っズ行く不心得者に1乳出 只で取締って欲し

、♪。

、．

O手洗曳・塗 ξの漂示をはっきりして欲しし｝。、

B　小学校高学年マ小挙校全挙津ξ中学校』

〔要望〕

、q鯵ρままρ脚≒・鱗拶避騒殿寮・ 3

0蛸緑が残っている近辺に子齢困似、鱗施設を

、黒‘作？て律レいg （すすきg原、1聾木鉢）．、

Q小動物と遊ぺる施設があったら。　（無理な注客かも

　．知れ撫樽炉）・』

・あごろ頃霞坤砺揚、描効耀拾える
．、、場所、ヤも岬など失夢れ？？あ為もρをく子供たち

　の夢を育てたいo．

○人工的施設はいらなし♪。
L．．．、

Oごみごみと室内施設をふや警欺ヤ・こ重。

○雨やξ ウ4）でき、為施設を。．』（雨やξ1り避具など）

O自然の姿璽ままマ遊に産牟曳・劇β 、．）

○あくまでも自然美をもっな子保的瞭であって欲しい

○建物や遊県はいらない、輿．熱の摩期で遊銃弟とが大

　切。　．∫二』、・∫F．』．；、・
卜＝

○降雨のとき野外では指導できないので屋内ネボーツ

　施設や遊具室がある1とよいφ

○雨が降ってきたとき大勢入れる場所。

qうさぎなξだつ震跨き．る庫場が欲レい。

Q遊園地化しないように。
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○本泳教室、 不ヶrト教室など施設の充実を。、

O体操のできる平たんな庫場g

O球技のできるスペース。　（国体競技がでぎる〉・

．○廓のレのげる場所o“

O更家室酉欲し』》。2、ドロンマ遊びゃ運動などで汚

　れるので

ρ施誰を考える零臥緑髪増すことを考えよ。2

0馬とか牛を使った乗物をおいて嫡o子供たちは家畜

　嗜対しズ関心がうすれ丁い．る。　

Q水呑を多く、保健室を設置し、養護担当者の常駐を

10生徒用ベシチーと、教師専用の監督できる場所にペン

　チを。

○キ》ソブの設備。

〔改善〕

』○便所が不便な場所にあり、汚ない、改善を。

○入園時に清掃用具の貸幽し。　（自分たちで遊んだ・と

　ころ塗きれいに）

b飯どうすい さんなどができる施設を。

○滑り台は雨の後、すぐ滑れるような滑り面の材料を

　、工夫して欲しいo

』O夫然の山や丘を利用して何か遊具ができないか。

O自由広場が利用者が多くなり団体での計画がたたな

　いo　

○芝生広場の充実。

○風があるとほこりがひどい。管理が大変だと思うが

　r芝生を植えてくほこり防止を。

○昼食を食べる場所が不充分。一

〇便所の増設、石けんを置いて欲しいo

O自由に湯茶が飲める設備を。2

0園内専用の傘の用意。

．qキャxプ場廿近や池や屋内施設が不潔である改善を

○屋内施設の充実　 2、放送施設の充実 2

〔注意〕

』嘩糎保護を・聖りが減少してマ・る・’2

0芝生の手入れを。2

0以前にくらべて、だん葦ん荒れ丁いる よう瀬02

0風の強い日は自由広場、中央広場一帯砂ぼこりがひ

　どい、衛生上よくないる　㌧

　O道しるべをもっとはっきり。

』○迦の水歩ドブリようだo

　g便所り手洗を溶潔に。、 β

一284．り

ひ

ラ


